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JAU27254

ヤマハ車をお買いあげいただきありがとうございます。
この取扱説明書には、お買いあげいただいた車の正しい取り扱い方法や安全な運転のしかた、日常点検、簡単な定期点検整備などについて
説明してあります。
車は万一取り扱いを誤ると、重大な事故やケガ、トラブルの原因となります。
車の正しい取り扱いをご理解いただくため、運転される前に必ず本書をお読みください。
また、メンテナンスノート、セーフティガイド（バイクをより安全にお乗りいただくためのアドバイス）もあわせてお読みください。
本書では、正しい取り扱いおよび点検整備に関する重要な事項を下記のシンボルマークで表示しています。

安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡、重傷・傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。

車の受け取りの際には、お買いあげいただいた販売店から「取扱説明書」「メンテナンスノート」「セーフティガイド」「車両受け渡し確認
書」を受け取り、以下の説明を必ずお受けください。
l車の正しい取り扱い方法
l日常点検、定期点検整備
l保証内容および保証期間
※車をゆずるときには、次の持ち主のために本書もお渡しください。
※仕様の変更などにより、本書の図や内容が一部実車と異なることがありますのでご了承ください。
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JAU27281

 
この章には、特に知っておいていただきたい
こと、守っていただきたいことなどの基本的
なアドバイスを述べてあります。運転する
ときには、次のことを守って安全運転および
上手な操作を心がけてください。
安全運転とは、交通ルールを守ることだけで
なく、ほかの人々が安全に通行できるように
配慮することです。

JAU2737B

あなた自身と同乗者のために

安全項目ラベルについて
運転に慣れてきますと、いろいろな注意を忘
れがちになり、事故を起こすことがありま
す。
車に乗るときには、安全項目ラベルの注意事
項をいつも守り、安全運転に心がけてくださ
い。

1

1. 安全項目ラベル

安全運転は正しい服装から
lヘルメットは必ず着用してください。ヘ

ルメットは PSC または SG、JIS マーク
のある二輪車用を必ず着用してください。
ヘルメットは正しくかぶり、必ずあごひも
をしめます。頭にしっくり合って、圧迫感
のないものが最適です。

lグローブを必ず着用してください。グ
ローブは、摩擦に強い皮製のものが適して
います。

lヘルメットにシールドを着用してくださ
い。着用できないときは、ゴーグルを使用
してください。

l運転する服装は以下のことを確認して選
び、着用してください。疲労を少なくし、
万一の転倒時には身体を保護します。
• プロテクターを備えた保護性の高い服

安全運転のために
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で明るく目立つ色のもの
• 動きやすく、体の露出が少ない長袖・長

ズボン

l以下のような服装は運転操作のじゃまに
なります。また、回転部分に巻き込まれた
り高熱になる部分に接触したりして、思わ
ぬ事故の原因にもなりますので、着用しな
いでください。
• ズボンのすそや袖口の広い服
• 衣服の飾り物や紐など、長すぎる装飾が

ある服

• ロングスカートやロングマフラーなど
の体に密着しない服

l靴はかかとが低く、運転操作がしやすいも
のを着用してください。また、くるぶしま
で覆われていて足にピッタリしたものを
選んでください。

l同乗者にも上記の注意を守らせてくださ

い。
JWA11601

ヘルメットを正しくかぶっていないと、万一
の事故の際、死亡または重傷に至る可能性が
高くなります。 運転者と同乗者は、必ずヘ
ルメットをかぶり、正しい服装で乗車してく
ださい。

日常点検、定期点検整備を必ず行う
事故や故障を防ぐため、法令で定められた日
常点検を行ってください。また、法令で定め
られた 1 年、2 年ごとに行う定期点検も必ず
実施してください。

車の異状
次のような場合は、車が故障しているおそれ

安全運転のために
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があります。そのままにしておくと、走行に
悪影響をおよぼしたり、事故につながるおそ
れがあり危険です。販売店で点検・整備を受
けてください。
l異音がしたり、異臭や異常な振動があると

き。
l地面にオイルなどが漏れた跡があるとき。
l燃料、冷却水のにじみまたは漏れた跡があ

るとき。

給油時は火気厳禁
ガソリンは揮発性が高く、引火しやすい燃料
です。給油時は必ずエンジンを止め、火気を
近づけないでください。

風通しの悪い場所でエンジンを始動しな
い
排気ガスには、一酸化炭素などの有害な成分

が含まれています。
風通しの悪い場所や屋内でエンジンをかけ
ると、ガス中毒を起こす危険があります。エ
ンジンの始動は風通しのよい屋外で行って
ください。

荷物はしっかり固定する

l荷物を積むと、積まないときにくらべて操
縦安定性が変わります。荷物はしっかり

と固定し、積み過ぎないように注意してく
ださい。

lハンドルの近くには、荷物など、物を置か
ないでください。ハンドルの近くに物を
置くと、ハンドル操作を妨げる場合があり
ます。

lヘッドライトの前を荷物などでさえぎら
ないようにしてください。ライトの熱に
よりヘッドライトのレンズが変色、溶損し
たり、荷物にまでその不具合がおよぶこと
もあります。

lマフラー、エンジンなどの熱くなるところ
へ荷物などの物が触れないようにしてく
ださい。

両手はハンドル、両足はフットレスト
l運転するときは、両手でハンドルを握り、

両足をフットレストにのせます。
l同乗者には、両手で体をしっかり固定さ

せ、両足を必ずフットレストにのせさせま
す。
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乗車定員は 2 名
ただし、免許取得後 1 年未満の運転者は、法
令により 2 人乗りはできません。
また、高速道路（2 人乗りが許可されている
高速道路）においては、20 才以上で、免許
取得後 3 年を経過した運転者でなければ 2
人乗りはできません。

急激なハンドル操作や片手運転はしない
急激なハンドル操作や片手運転は、横すべり
や転倒の原因となります。絶対にしないで
ください。

誤った方法でエンジンを停止しない
誤った取り扱いをすると、マフラーの中の触
媒装置が異常に高温になり、損傷するおそれ
があります。次のような操作はしないでく
ださい。
l走行中にメインスイッチやエンジンス

トップスイッチでエンジンを停止する。
l空ぶかし直後にエンジンを停止する。

自己流のエンジン調整、部品の取り外しは
しない
エンジン調整はヤマハ販売店におまかせく
ださい。

JCA15221

部品交換が必要な場合は正規の規格のもの
を使用するよう、販売店へ依頼してくださ
い。規格が異なった部品を使用すると、故障
などの原因となります。

継続検査（車検）を受ける
二輪の小型自動車（251cm³以上）は、国
で定める継続検査を受けなければ使用でき
ません。また、初回の継続検査は新規登録日
から 3 年後に受け、2 回目以降の継続検査は
その後 2 年ごとに受けます。
検査の有効期間満了前に必ず、継続検査を受
けてください。

安全運転のために
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歩行者と他の車のために

他の人への思いやり
l交通ルールを守り、まわりの歩行者や車の

動きに注意し、相手の立場について思いや
りの気持ちをもって通行しましょう。

l周囲の状況に注意して、安全なスピードで
走行してください。歩行者や自転車のそ
ばを通るときは、安全な距離を保つか徐行
してください。

駐車
l盗難予防のため、車から離れるときは必ず

ハンドルロックをかけ、キーをお持ちくだ
さい。また、チェーンロックなどのサイク
ルロックも同時に使用することをおすす
めします。

l交通のじゃまにならない場所に駐車して
ください。

l平坦な場所に駐車してください。やむを
えず、傾斜地や柔らかい地面などの不安定
な場所に駐車するときは、転倒や動き出し
のないようにしてください。

l車から離れる前に、スタンドが確実にセッ
トされているかを確認してください。

JWA12241

lエンジン回転中および停止後、しばらくの
間はマフラーやエンジンなどが熱くなっ
ています。触れるとヤケドをすることが
ありますので、注意してください。 また、
物などが直接触れないようにしてくださ
い。

l駐車は、通行する人がマフラーやエンジン
などに触れない場所にしてください。

lマフラーの中の触媒装置は高温になりま
す。枯れ草や紙、オイル、木材など、燃え
やすいものがある場所には駐車しないで
ください。

安全運転のために
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昼間はヘッドライトを下向きに
この車両は自動昼間点灯仕様です。他の車
や歩行者へ注意をうながし、自分の存在を知
らせるためです。対向車がまぶしくないよ
うに、ライトは下向きを使ってください。

JAU27582

環境・住民の方との調和のために

住民の方への思いやり
自分の都合だけを考えて、沿道の方に不愉快
な騒音などの迷惑をかけないでください。

特に深夜の住宅街や人通りの多い道路など
で長時間のアイドリングや急発進などを行
うと、迷惑になりますのでしないでくださ
い。

違法改造はしない
l違法改造は法律により禁止されています。

改造は操縦安定性を悪くしたり、排気音を
大きくして車の寿命を縮めたり、重大な事
故や故障の原因となります。また、改造す
ると車の保証が受けられません。

lこの車は、排出ガス規制適合車です。マフ
ラーには排出ガスを浄化する触媒装置が
内蔵されています。他のマフラーをこの
車に取り付けると、排出ガス規制に適合し
なくなる可能性があります。マフラーを
交換する場合は、お買いあげのヤマハ販売
店にご相談ください。なお、ヤマハ純正部
品のマフラーには“YAMAHA”マークが
刻印されています。

安全運転のために
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YAMAHA

環境への配慮
廃車をするときや、バッテリー、廃油などの
廃棄処理をするときは、環境保護のためお買
いあげのヤマハ販売店にご相談ください。

安全運転のために
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左側面

1 2

8 7 69

3

11 1012

4 5

1. シートロック（P5-35）
2. バッテリー（P8-14）
3. ヒューズ（P8-15）
4. 小物入れ（P5-38）
5. ヘルメットホルダー（P5-37）
6. スプリングプリロードアジャスター（P5-39）
7. 伸側減衰力アジャスター (P5-39)
8. シフトペダル（P5-33）

9. オイル注入口（P8-2）
10.エンジンオイル点検窓（P8-2）
11.オイルフィルターエレメント
12.リカバリータンク（P8-4）

各部の名称
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右側面
1

34

2

1. サービスツール（P8-2）
2. フューエルタンクキャップ（P5-34）
3. ブレーキペダル（P8-9）
4. リヤブレーキリザーバータンク（P8-10）

各部の名称
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運転装置と計器類

2 3 4 5 6 8 91 17

1. バックミラー (P8-12)
2. クラッチレバー（P8-8）
3. ハンドルスイッチ（左）（P5-3）
4. ディスプレイ (P5-6/P5-11/P5-9)
5. メインスイッチ/ハンドルロック（P5-2）
6. フロントブレーキリザーバータンク（P8-10）
7. ハンドルスイッチ（右）（P5-3）
8. スロットルグリップ

9. ブレーキレバー（P8-9）

各部の名称
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YRC（ヤマハライドコントロー
ル）
YRC は、多くのセンサーや制御を組み合わ
せ、より良い走行を支援するシステムです。
下記の個々の YRC 項目について、オン／オ
フを切り替えたり、ライダーや走行状況に合
わせた調整をすることができます。設定の
詳細は、メニュー画面の項目をご覧くださ
い。（5-20 ページ参照）

JWA18221

ヤマハライドコントロール（YRC）システ
ムは、過度の速度超過などによる車両のコン
トロール不能やコーナリング時のスリップ、
急カーブ走行および制動中からの急激な加
速への移行といった、不適切な運転操作に対
しては車輪のスリップや前輪が浮いてしま
うことを防ぐことはできません。運転者自
身の技量限度内で運転し、周囲の状況に応じ
た運転を心がけましょう。無理な走行は行
わず、YRC の設定や運転操作全般に慣れる
ようにしましょう。

PWR（パワーデリバリーモード）
PWR は、スロットルグリップの操作量に応
じてスロットルバルブの開度を調整する、3

つの制御マップから構成されています。ラ
イダーの好みや、走行状況に適したモードが
選択できます。
レベル１：スポーティなエンジン出力
レベル２：スムーズなエンジン出力
レベル３：雨天等のエンジン出力を抑えたい
場合

4

5

3

21

1. レベル１
2. レベル２
3. レベル３
4. スロットルバルブ開度
5. スロットルグリップ操作量

TCS（トラクションコントロールシステ
ム）
TCS は、加速時のスリップを抑制します。
センサーが後輪のスリップを検知すると、ス
リップ状態が回復するまで、エンジン出力を

制御します。
また、車両の傾斜角度に応じて自動的に制御
します。最適な加速のため、車両が直立して
いるときはトラクションコントロールシス
テム制御が抑えられ、コーナリング時には、
強くなります。
TCS は、2 段階の設定レベルがあります。
設定レベルが高いほど、システム介入量が大
きくなり、より後輪のスリップを抑制するよ
うになります。
レベル１：スポーティな走行に適していま
す。
レベル２：濡れた路面や滑りやすい路面での
走行に適しています。

l TCS は、車両が段差を乗り越えたときな
どに作動することがあります。

l TCS や他のシステムが作動すると、エン
ジン音や排気音がわずかに変化すること
があります。

lメインスイッチをオンにすると、TCS が
自動的にオンになります。TCS は、メイ
ンスイッチがオンで車両が停止している
場合にのみ、手動でオン／オフを切り替え
ることができます。

l泥や砂などの柔らかい路面で車両がス

車両の特徴
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タックしたときは、TCS をオフにすると
後輪が抜け出しやすくなります。

JWA15433

トラクションコントロールシステムは、道路
の状況に合わせた適切な走行をするための
機能ではありません。またトラクションコ
ントロールシステムは、スピードが出過ぎた
まま曲がり角に進入するときや、車体を大き
く傾斜させた状態での急な加速、ブレーキ中
に起こるトラクションの低下やフロントホ
イールのスリップを防ぐことができません。
他の車と同じように、滑りやすい路面に進入
するときは注意して走行し、特に滑りやすい
路面の走行はやめてください。

JCA16801

必 ず 指 定 タ イ ヤ を 使 用 し て く だ さ い 。
（8-6 ページ参照）指定サイズ以外のタ
イヤを使用すると、トラクションコントロー
ルシステムはタイヤの回転を正確に制御す
ることができません。

QS（クイックシフター）／（装備してい
る場合）
QS は、電子制御により、クラッチ操作なし
でのシフトチェンジを可能にしています。
シフトロッド部にあるセンサーがシフトペ
ダルの動きを検知すると、エンジン出力が瞬
間的に調整され、変速が可能になります。
QS は、クラッチレバーが握られているとき
は機能しません。クイックシフターがオン
になっていても、クラッチレバーを使用した
通常の操作が可能です。クイックシフター
の状態については、クイックシフター表示を
確認してください。

クイックシフターの状態 クイックシフ
ター表示

シフトアップ可能

シフトダウン可能

クイックシフター使用不可

クイックシフターオフ

 

シフトアップ操作の可能な条件
l車両の速度が 20 km/h 以上
lエンジン回転数が 2100 r/min 以上
lエンジン回転数がレッドゾーンより十分

に低い
 

シフトダウン操作の可能な条件
l車両の速度が 20 km/h 以上
lエンジン回転数が 2000 r/min 以上
lエンジン回転数がレッドゾーンより十分

に低い

l QS と QS  は個別に設定できます。
lギヤをニュートラルにするとき、または

ニュートラルから他のギヤへシフトチェ
ンジするときは、クラッチレバーを使用し
てください。

車両の特徴
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ESS（緊急停止信号）システム
急減速が発生した場合、このシステムが自動
的に作動し、すべての方向指示灯が急速に点
滅します。
これにより、車両が急速に減速していること
を周囲の車両にさらに警告します。
ESS システムは、以下の条件で解除されま
す。
lブレーキを解除したとき
l急減速が検出されなくなったとき

JWA22680

ESS は衝突防止システムではありません。
不必要な急ブレーキは避け、安全運転をここ
ろがけててください。

l ESS システムは、車両が時速 50 km 以
上で走行しているときに急ブレーキを検
知した場合にのみ作動します。

lハザードランプがすでに作動していると
きは、ESS は作動しません。

l方向指示灯のひとつがすでに点滅してい
るときに ESS が作動した場合、ESS が優
先され、すべての方向指示灯が急速に点滅
します。

l ABS 警告灯が点灯している場合、ESS は
作動しません。

車両の特徴
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スマートフィーチャー
JWA21412

l走行中に注意を怠ると、死亡または重傷を
負うおそれがあります。常に道路の状況
に注意を払い、運転に集中してください。

l設定を変更する場合は、必ず車両を停止し
てください。

l走行中に設定の変更を行うと、操作に気を
とられて事故を起こすおそれがあります。

l走行中はハンドルから手を離さないでく
ださい。

l周辺の状況へ注意を払い、安全を確保する
ために音量レベルを十分にさげてくださ
い。

この車両はスマートフォン連携システムを
搭載しており、CCU（コミュニケーション
コントロールユニット）を介してスマート
フォンと接続することでスマートフィー
チャーを使用できます。
l GPS ナ ビ ゲ ー シ ョ ン （ Garmin

StreetCross ア プ リ が 必 要 で す ）
（4-4 ページ参照）
l電話（4-6 ページ参照）
lオーディオプレーヤー（5-31 ページ

参照）

lスマートフォンプッシュ通知（5-29
ページ参照）

l天気（5-28 ページ参照）
l時計自動更新（5-23 ページ参照）
l言語設定（4-2 ページ参照）

lスマートフォンの機種、OS バージョンに
よっては、一部の機能が利用できない場合
があります。
また、組み合わされる音楽アプリ、SNS
アプリ等によっても正しく機能しない場
合があります。

l車両の電源をオンにした後、CCU とス
マートフォンが Bluetooth 接続するまで
に約 10 秒かかります。この間、スマート
フィーチャーは利用できず、関連するメ
ニューはグレー表示になります。

スマートフィーチャーには、メインディスプ
レイのメニューシステムからアクセスしま
す。（5-17 ページ参照）メニューシステ
ムと関連するすべての機能は、ジョイス

ティック／“ ”とホームボタン“ ”を
使 用 し て 操 作 し ま す 。（ 5-5 ペ ー ジ 参
照）
はじめに、基本のメニュー操作方法をお読み
ください。その後、スマートフォンで初期設
定と CCU への接続を行ってください。

メニューシステムの操作

11

22

1. ジョイスティック“ ”
2. ホームボタン“ ”

この取扱説明書では、次の用語を使用してメ
ニューの操作を説明しています。

短押し ジョイスティックもしく
はボタンを短く押します

長押し
ジョイスティックもしく
はボタンを 1 秒間押しま
す

スマートフォン連携システム
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メインディスプレイからポップアップメ
ニューを開く
ホームボタン“ ”を短押しします。

メニューの操作
lジョイスティックを左右上下に操作し、メ

ニュー項目を選択および表示します。
l“ ”を短押しして項目を選択します。
l“ ”を短押しすると、キャンセルまたは

前の画面に戻ります。
l“ ”を長押ししてメニューを閉じます。

ナビゲーションアプリが接続されていない
場合は、ナビゲーションホーム画面を表示す
ることはできません。

Yamaha Motorcycle Connect アプリ

Yamaha Motorcycle Connect アプリは、
CCU とスマートフォンを接続するための無
料のアプリです。このアプリはアプリスト
アでダウンロードできます。

l Yamaha Motorcycle Connect アプリ
を使用するには、Yamaha Motorcycle
Connect の利用規約とプライバシーポリ
シーに同意する必要があります。

l Yamaha Motorcycle Connect アプリ
は、スマートフォンまたは OS バージョン
によっては使用できない場合があります。

lナビゲーションや機能によっては、スマー
トフォンで GPS のアクセス許可を“常に
許可”に設定する必要があります。

lスマートフォンの動作は機種により異な
ります。接続、Bluetooth 検出、アプリ
のアクセス許可などの設定に関しては、
個々のスマートフォンで手順を確認して
ください。

JAUA1882

初期設定
ここではスマートフォンと CCU を接続し
てスマートフィーチャーを使用するための
基本的な設定手順を説明します。
1. アプリケーションストアで Yamaha

Motorcycle Connect アプリをダウン
ロードし、スマートフォンにインストー
ルします。インストールが完了したら、
Bluetooth でアプリと CCU をペアリ
ングし接続します。

2. ナビゲーションシステムを使用するに
は、Garmin StreetCross アプリをダウ
ンロードして、スマートフォンにインス
トールします。インストールが完了した
ら、Bluetooth でアプリと CCU をペア
リングし接続します。

スマートフォン連携システム
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3. オーディオ、電話、ナビゲーションシス
テムの音声ルート案内を使用するには、
Bluetooth ヘッドセットをスマート
フ ォ ン に ペ ア リ ン グ し 接 続 し ま す 。

（4-6 ページ参照）

Yamaha Motorcycle Connect アプリ
のペアリング

JCAN0150

次のようなときは Bluetooth 接続が正常に
できないことがあります。
l強い電波、ノイズのある場所で操作すると

き。
l近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港な

ど、強い電波を発する設備があるとき。

1. Yamaha Motorcycle Connect アプ

リをダウンロードして、スマートフォン
にインストールします。

2. ホームボタン“ ”を短押しして、メ
ニューシステムから“  Applications”
® “Connectivity Settings（接続設
定）” ® “Connection（コネクショ
ン）” ® “Bluetooth”を開きます。

3.“Bluetooth”表示のとなりにチェック
マ ー ク が 入 っ て い る こ と を 確 認 し 、

“Discovery Mode（デバイス検出モー
ド）”を選択します。

4. Yamaha Motorcycle Connect アプ
リを開き、ペアリング画面へ進んでくだ
さい。アプリの指示に従って CCU を選
択し、ペアリングを行ってください。

CCU をデバイス検出モードにした後は、3
分以内にペアリングを行ってください。3
分以内にペアリングできない場合は手順エ
ラーになりますので、“Discovery Mode（デ
バイス検出モード）”に戻り、再度ペアリン
グを行ってください。

5. 車両のディスプレイとスマートフォンに
パスキーが表示されます。パスキーが同
じであることが確認できたら、ジョイス
ティックを操作して“Yes”をハイライ
ト表示し、“ ”を短押しします。

スマートフォン連携システム
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6. スマートフォンにペアリングリクエスト
が表示されたら許可してください。

lパスキーが表示されたら 30 秒以内にペ
アリングを許可してください。30 秒以内
にペアリングできない場合はエラーにな
りますので、“Discovery Mode（デバイ
ス検出モード）”に戻り、再度ペアリング
を行ってください。

l接 続 さ れ る と Yamaha Motorcycle
Connect アプリ表示“ ”がメインディ
スプレイ上部と“Paired Devices（登録
済みデバイス）”リストのデバイス名の横
に表示されます。

l連絡先情報を車両と共有するためのリク
エストがスマートフォンに表示されます。
アクセス制限や通知の権限を拒否しても、
後からスマートフォンの設定で権限を許
可することができます。

l Bluetooth のペアリング履歴がスマート
フォンから削除された場合、再度ペアリン
グするには、一度“Paired Devices（登
録済みデバイス）”から対応するスマート
フォンのデバイス名を削除した後に、あら
ためてペアリングを行ってください。

l Bluetooth のペアリング履歴が“Paired
Devices（登録済みデバイス）”から削除
された場合、再度ペアリングするには、一
度スマートフォンのペアリング履歴から
車両の CCU 名を削除した後に、あらため
てペアリングを行ってください。

l Yamaha Motorcycle Connect アプリ
と CCU が接続されると、メニューシステ
ムはアプリで選択されている言語で表示

さ れ る よ う に な り ま す 。 Yamaha
Motorcycle Connect アプリはスマート
フォンの言語設定を利用します。スマー
トフォンの設定言語が CCU でサポート
されていない場合の表示言語は英語にな
ります。

lペ ア リ ン グ が 完 了 す る と 、 自 動 的 に
Yamaha Motorcycle Connect アプリ
が開き、CCU に接続します。（この機能は
スマートフォンや OS バージョンによっ
て動作しない場合があります。詳細は
Yamaha Motorcycle Connect アプリ
をご覧ください。）

ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム ： Garmin
StreetCross

JWA21401

lナビゲーションシステムを操作する場合
は、必ず車両を停止してください。

l常に道路の状況に注意を払い、運転に集中
してください。

スマートフォン連携システム
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この車両はスマートフォンのナビゲーショ
ンアプリを車両に接続して、画像と音声ルー
ト案内（別途 Bluetooth ヘッドセットが必
要です）するナビゲーションシステムを使用
することができます。ナビゲーションシス
テムの使用には、Yamaha Motorcycle
Connect アプリ（無償）と Garmin 社が提
供する Garmin StreetCross アプリ（無
償：地図更新は有償）をアプリケーションス
トアからスマートフォンにダウンロードし、
サービスの利用登録を行ってください。
ナビゲーションシステムの操作について詳
しくは、5-16 ページを参照してくださ
い。

l Garmin StreetCross アプリを使用する
には、Garmin StreetCross の利用規約

に同意する必要があります。
lヤマハ発動機は、Garmin StreetCross

アプリの使用に起因するいかなる損害に
ついても責任を負いません。

l常に Garmin StreetCross アプリが画面
に表示された状態で使用してください。
別のアプリ（電話、アラームなど）が画面
に表示された場合、スマートフォンがス
リープ状態から自動ロックされ、Garmin
StreetCross アプリ機能が停止する場合
があります。

l Garmin StreetCross アプリの GPS へ
のアクセス許可を、スマートフォンの設定
で“常に許可”に設定してください。

l Garmin StreetCross アプリは、スマー
トフォンまたは OS バージョンによって
は使用できない場合があります。

lルート案内中は、目的地の天気情報を表示
します。目的地まで 1 時間以上かかる場
合は、１時間後に通過予定のルート上の天
気情報を表示します。

Garmin StreetCross アプリのペアリ
ング

JCAN0150

次のようなときは Bluetooth 接続が正常に
できないことがあります。
l強い電波、ノイズのある場所で操作すると

き。
l近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港な

ど、強い電波を発する設備があるとき。

1. Garmin StreetCross アプリをダウン
ロードして、スマートフォンにインス
トールします。

2. Garmin StreetCross アプリを開き、
“ ”をタップしてください。アプリの指
示に従って CCU を選択し、接続を行っ
てください。

スマートフォン連携システム
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接続が完了すると、メインディスプレイ上部
にナビゲーション接続表示“ ”が点灯し、

“登録済みデバイス”リストのデバイス名の
横に“ ”が表示されます。（5-30 ペー
ジ参照）

Bluetooth ヘッドセットのペアリング
ヘッドセットメーカーの指示に従ってス
マートフォンとのペアリングおよび接続を
行ってください。Yamaha Motorcycle
Connect アプリがヘッドセットの接続を検
知すると、メインディスプレイ上部にヘッド
セット接続表示“ ”が表示されます。

ヘッドセットの音声機能を使用すると、ス
マートフォンと CCU の Bluetooth 接続が
不 安 定 に な る 場 合 が あ り ま す 。 詳 細 は
Yamaha Motorcycle Connect アプリを
ご覧ください。

JAUA1890

電話
この車両は、スマートフォンと Bluetooth
ヘッドセットを利用して電話機能を使用す
ることができます。この機能を使用するに
は、スマートフォンを CCU と Bluetooth
ヘッドセットのそれぞれに接続してくださ
い。（4-2 ページ参照）

電話を受ける

09001234567

接続されたスマートフォンに電話がかかっ
てくると、接続されたヘッドセットから着信
音が鳴り、ディスプレイ下部に電話機能

（ポップアップ）が表示されます。緑色の通
話アイコンを選択して“ ”を短押しする
と、通話を開始します。通話中は“ ”アイ
コンが表示されます。

09001234567

音量アイコンを選択してジョイスティック
を上下に操作して通話音量を調整します。
通話終了アイコンを選択して“ ”を短押し
すると、通話が終了します。

lハンドルスイッチを使用して通話音量を
変更できないスマートフォンもあります。
その場合は通話中の画面の音量調節アイ
コンがグレーに表示されます。

l通話中にかかってきた別の電話を受け付
けると、最初の通話は保留になります。

lスマートフォンによっては、通話中にか
かってきた別の電話を拒否すると、表示の
みが通話者ではなく別の電話の発信者に
なってしまう場合があります。

lスマートフォンによっては、通話終了アイ
コンがグレーに表示されたり、ジョイス
ティック／“ ”を操作して着信を拒否し
ても正しく機能せずに通話になってしま
う場合があります。その場合は、スマート
フォンを直接操作してください。

電話をかける
電話をかける場合は、スマートフォンを操作
して発信してください。電話をかけるとメ
ニューシステム内の“  Phone”にある通

スマートフォン連携システム
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話画面が表示可能になり、“ ”アイコンが
メインディスプレイ上部に表示されます。

（ 5-31 ペ ー ジ 、 5-14 ペ ー ジ 参 照 ） 通
話音声は、接続された Bluetooth ヘッド
セットから再生されます。

JWA21420

l走行中はスマートフォンを操作しないで
ください。

l走行中はハンドルから手を離さないでく
ださい。

l常に道路の状況に注意を払い、運転に集中
してください。

l周辺の状況へ注意を払い、安全を確保する
ために音量レベルを十分にさげてくださ
い。

JAU99213

接続エラーが発生したときは
スマートフォンや Yamaha Motorcycle
Connect ア プ リ お よ び Garmin
StreetCross アプリと CCU の接続にエ
ラーが発生した場合、以下の画面が表示され
ます。

“詳細”を選択し、画面の指示に従って接続
を確認してください。

エラーが解消しない場合は、次のことを試し
てください。
1. 車両の電源をオフにします。20 秒後、

再度車両の電源をオンにしてください。
2. スマートフォンの Bluetooth をオフに

します。その後、再度車両の電源をオン
にしてください。

3. ス マ ー ト フ ォ ン と CCU の 両 方 か ら
Bluetooth のペアリング履歴を削除し
て、再度ペアリングを行ってください。

4. 関連するスマートフォンのアプリをすべ
て再起動してください。

スマートフォン連携システム
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JAU33073

キーの取り扱い
マスコット部が赤いメインキーが 1 本とマ
スコット部が黒いサブキーが 2 本ありま
す。 メインキーはサブキーの ID を登録す
るときに必要な大切なキーですので、普段は
車の操作には使用しないでください。車の
操作には、必ずサブキーを使用してくださ
い。

1. メインキー（赤）
2. サブキー（黒）

JCA12773

キーを取り扱うときには、下記の内容を必ず
守ってください。
lメインキーは大切に保管し、紛失しないよ

う注意してください。メインキーを紛失
するとイモビライザーユニットにサブ

キーの ID を登録することができなくなり
ます。また、3 本のキー全てを紛失した場
合は、イモビライザーシステムの構成部品
全てを交換しなければなりません。

lキーを水に浸けないでください。
lキーを高温になる場所に置かないでくだ

さい。
lキーに磁気を帯びたものを近づけないで

ください。
lキーに電波を発信するものを近づけない

でください。
lキーを落として強い衝撃を与えたり、重い

ものを載せたりしないでください。
lキーを削ったり、穴を開けたりして形状を

変えないでください。
lキーを分解しないでください。
l複数のイモビライザーキー（この車のキー

も含みます。）を同じキーリングにつけた
り、メインスイッチに他のイモビライザー
システムを近づけたりしないでください。
ID の認識を妨げ、エンジンの始動ができ
なくなることがあります。

l金属製のキーホルダーは使用しないでく
ださい。また、リングなどに複数のキーを
つないで使用しないでください。走行中
にキーホルダーや他のキーがカバーなど

の部品に当たり、傷付きの原因となる場合
があります。キーホルダーは、布製または
皮製のものをお勧めします。

各部の取り扱いと操作
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JAU26895

イモビライザーシステム 
この車には、盗難抑止のためにイモビライ
ザーシステムを装備しています。イモビラ
イザーシステムとは、メインキーおよびサブ
キーにトランスポンダ（固有の ID を持った
発信機）を内蔵しており、あらかじめ車両本
体のイモビライザーユニットに登録された
ID のキー以外ではエンジンの始動ができな
いようにしたシステムです。 （詳細は
5-7 ページを参照してください。）

JAU10462

メインスイッチ
ON

OFF

LOCK

メインスイッチはエンジンの始動と停止、ブ
レーキランプや方向指示灯などの電源の

「入/切」、ハンドルロックを行います。
JWA11621

走行中にメインスイッチを OFF や LOCK
の位置にすると、電気系統の作動が停止し、
事故につながるおそれがあります。メイン
スイッチは必ず停車中に操作してください。

JCA11972

エンジンをかけないでメインスイッチを
ON のままにしたり、エンジン始動後アイド
リング状態を長時間続けると、バッテリーあ
がりの原因となります。

盗難予防のため、車から離れるときは必ずハ
ンドルロックをかけ、キーをお持ちくださ
い。

JAU90040

ON
全ての電気回路に電源が供給され、メーター
灯、テールランプ、ナンバー灯とマーカーラ
ンプが点灯し、エンジンを始動させることが
できます。キーを抜き取ることはできませ
ん。

lエンジンが始動すると、ヘッドライトが自
動的に点灯します。エンジンが止まって
も車両の電源をオフにするまで点灯し続
けます。

lスタータースイッチを押して、エンジンが
始動しないときにもヘッドライトが点灯
することがありますが、異常ではありませ
ん。

JAU46011

OFF
全ての電気回路がオフになり、エンジンが停
止します。キーを抜くことができます。

各部の取り扱いと操作
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JAU73803

LOCK
ハンドルがロックされ、全ての電気回路がオ
フになります。キーを抜くことができます。

ハンドルロックのしかた

1 2

1. 押す
2. 回す

1. ハンドルを左へいっぱいに切ります。
2. OFF の位置でキーを押し込み、そのまま

LOCK まで回します。
3. キーを抜きます。

ロックしにくいときは、ハンドルを少し右に
動かしながらキーを回します。

ハンドルロックの解除のしかた

1 2

1. 押す
2. 回す

キーを押し込み、そのまま OFF まで回しま
す。

JAU6605B

ハンドルスイッチ
＜左＞

55

44
66

11

22

33

1. ヘッドライト上下切り替え/パッシングライト
スイッチ“ / ”

2. ジョイスティック“ ”
3. 方向指示器スイッチ“ / ”
4. ホーンスイッチ“ ”
5. ホームボタン“ ”
6. ハザードスイッチ“ ”

各部の取り扱いと操作
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＜右＞

1

22

1. スターター／エンジンストップスイッチ “ /
/ ”

2. YRC モードボタン“MODE”

JAUA1904

ヘッドライト上下切り替え/パッシングラ
イトスイッチ “ / ”

1

2

33

1. ヘッドライト上下切り替え/パッシングライト
スイッチ“ / ”

2. A 方向
3. B 方向

このスイッチを外側（A 方向）に押すとハイ
ビームになります。ロービームに戻すには、
このスイッチを内側（B 方向）に押します。
ヘッドライトがロービームに設定されてい
るときに、スイッチを内側（B 方向）に押す
と、パッシングします。

JAUA1741

方向指示器スイッチ“ / ”
進路変更の合図に使用します。軽く押すと
強く押すの 2 種類の使い方があります。
軽く押す：進路変更する側にスイッチを軽く
押します。進路変更する側の方向指示灯が、
3 回点滅します。
強く押す：進路変更する側にスイッチを強く
押します。進路変更する側の方向指示灯が、

次の条件がすべて満たされるまで点滅し続
けます。
l約 150 m 走行する。
l 15 秒以上経過する。
l車速が 5 km/h 以上で走行する。

JCA28520

指定の時間または走行距離以上走行しても
方向指示器が自動的にオフにならない場合
があります。

方向指示器を手動でキャンセルするには、同
じ方向にもう一度スイッチを押します。

JAU66030

ホーンスイッチ“ ”
スイッチを押すとホーンが鳴ります。

必要なときにのみ使用してください。

JAU94790

スターター／エンジンストップスイッチ
“ / / ”
スターターでエンジンを始動するには、この
スイッチを“ ”に合わせてから、スイッチ
を“ ”まで押してください。エンジンを始
動 さ せ る 前 に 、 7-1 ペ ー ジ の 始 動 手 順

各部の取り扱いと操作
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を参照してください。
転倒などの非常時に、エンジンをすぐに停止
させるには“ ”にします。通常は“ ”
にしておきます。“ ”にすると、エンジン
は始動できません。

JAU91671

ハザードスイッチ“ ” 
車両の電源をオンにした状態で、このスイッ
チを使用してハザードランプを点滅させま
す。（全ての方向指示器が点滅します。）
ハザードランプは、故障などの非常時に他車
に知らせるために使用します。
ハザードランプは、車両の電源をオンにした
状態のみでオンとオフを切り替えることが
できます。車両の電源をオフ、または LOCK
にしてもハザードランプは点滅し続けます。
ハザードランプを消灯させるには、車両の電
源をオンにした状態で、ハザードスイッチを
再度操作してください。

JCA11891

バッテリーあがりを防ぐため、ハザードラン
プを長時間使用しないでください。

JAUA1941

YRC モードボタン“MODE”
YRC モードを切り替えるときに、このボタ
ンを短押しします。
Theme １～３: このボタンを長押しする
と、ディスプレイの下部に YRC モードの
ポップアップが開きます。
YRC モ ー ド の 詳 細 に つ い て は 、 5-12
ページと 5-20 ページを参照してくださ
い。

JAUA1922

ジョイスティック“ ”とホームボタン
“ ”
ディスプレイやメニューシステムを操作す
るときに使用します。
ディスプレイやメニューシステムの詳細に
つ い て は 、 4-1 ペ ー ジ 、 5-11 ペ ー ジ 、
5-17 ページを参照してください。

11

22

1. ジョイスティック“ ”
2. ホームボタン“ ”

各部の取り扱いと操作
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JAUA5930

警告灯と表示灯

ABS 3
4

5

8
7

6

11 22

1. シフトタイミングインジケーターランプ“ ”
2. 方向指示器表示灯“ ”／“ ”
3. ABS 警告灯“ ”
4. トラクションコントロールシステム表示灯

“ ”
5. イモビライザーシステム表示灯“ ”
6. エンジン警告灯“ ”
7. ニュートラルランプ“ ”
8. ヘッドライト上向き表示灯“ ”

JAUA1910

方向指示器表示灯“ ”／“ ”
方向指示器に合わせて点滅します。

JAU88300

ニュートラルランプ“ ”
ギヤがニュートラルのとき点灯します。

JAU88310

ヘッドライト上向き表示灯“ ”
ヘッドライトを上向きにすると点灯します。

JAU88331

エンジン警告灯“ ”
エンジン異常が発生したとき、警告灯が点灯
します。警告灯が点灯したときは、ヤマハ販
売店で車載故障診断装置の点検を受けてく
ださい。

車両の電源をオンにすると、警告灯が数秒間
点灯し、その後消灯します。警告灯が点灯し
ない場合や、点灯したままになっている場合
は、ヤマハ販売店で点検を受けてください。

JCA26820

エンジン警告灯が点滅したときは、低速で走
行してください。マフラーの中の触媒装置
が損傷する可能性があります。

このエンジンは自己診断機能により繊細に
監視され、排気ガス制御システムの劣化や故
障を検知します。そのため、改造、整備不良
や不適切な車両の使用により、エンジン警告
灯が点灯する場合があります。故障以外の

原因による警告灯の点灯を避けるために、以
下のことを守ってください。
lエンジンコントロールユニットのソフト

ウェアを書き換えないでください。
lエンジンコントロールユニットに影響を

与えるような電装アクセサリーを使用し
ないでください。

l標準仕様以外のスパークプラグ、フューエ
ルインジェクターを使用したり、サスペン
ション、排気系などの社外アクセサリーを
使用したりしないでください。

lドライブチェーン、スプロケット、ホイー
ル、タイヤなどの仕様を変更しないでくだ
さい。

l O2 センサー、エアインダクションシステ
ム、触媒や EXUP などの排気系部品を外
したり、改造したりしないでください。

lドライブチェーンを正しくメンテナンス
してください。

lタイヤの空気圧を正しくメンテナンスし
てください。

lブレーキペダルの高さを正しくメンテナ
ンスして、リヤブレーキを引きずらないよ
うにしてください。

lスロットルグリップの開閉を過度に繰り
返す、バーンアウト、ウィーリーや、半ク

各部の取り扱いと操作
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ラッチの多用などの行為はしないでくだ
さい。

JAU91500

ABS 警告灯 “ ”
車両の電源をオンにしたとき、警告灯が点灯
し、走行すると消灯します。走行中に ABS
警告灯が点灯したときは、ABS が正しく作
動していないおそれがあります。

警告灯が点灯しなかったり、走行中に警告灯
が点灯する場合は直ちにヤマハ販売店で車
両の点検を受けてください。

JWA21120

5 km/h 以上の速度で走行しても警告灯が
消灯しない、または走行中に警告灯が点灯し
たとき:
l急ブレーキなどでホイールがロックしな

いよう、慎重にブレーキをかけてくださ
い。

l直ちにヤマハ販売店でブレーキシステム
の点検を受けてください。

JAUA3792

トラクションコントロールシステム表示
灯“ ”
TCS（トラクションコントロールシステム）
がオフに設定されている場合、この表示灯が
点灯します。
走行中に TCS（トラクションコントロール
システム）が作動すると、この表示灯が点滅
します。

車両の電源をオンにすると、表示灯が数秒間
点灯し、その後消灯します。表示灯が点灯し
ない場合や、点灯したままになっている場合
は、ヤマハ販売店で点検を受けてください。

JAU99711

シフトタイミングインジケーターランプ
“ ”
シフトアップのタイミングをお知らせしま
す。ランプが点灯または消灯するエンジン
回転数や点灯に関する設定を、ポップアップ
メニューで調整することができます。（詳し
くは 5-25 ページを参照してください。）

lシフトタイミングインジケーターランプ
は、ギヤがニュートラルまたは 6 速の場合
は作動しません。

l車両の電源をオンにしたとき、インジケー
ターランプが数秒間点灯し、その後消灯し
ます。インジケーターランプが全く点灯
しない場合や、点灯したままになっている
場合は、ヤマハ販売店で点検を受けてくだ
さい。

JAU88350

イモビライザーシステム表示灯“ ”
この車は、盗難抑止のためにイモビライザー
システムを装備しています。車両の電源を
オフにすると、イモビライザーシステムが機
能し、約 30 秒間経過するとイモビライザー
システム表示灯が点滅を始めます。約 24
時間経過すると表示灯は消えますが、イモビ
ライザーシステムは機能しています。

車両の電源をオンにしたとき、表示灯が数秒
間点灯し、その後消灯します。表示灯が全く
点灯しない場合や、点灯したままになってい
る場合は、ヤマハ販売店で点検を受けてくだ
さい。

イモビライザーキーの認証エラー
イモビライザーシステム表示灯が、ゆっくり
5 回、すばやく 2 回の点滅を繰り返すとき

各部の取り扱いと操作
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は、キーの ID の認証が妨げられた可能性が
あります。この場合は、次のことを試してみ
てください。
1. 他のイモビライザーキーがメインスイッ

チの近くにないことを確認します。
2. メインキーでエンジンを始動します。
3. エンジンが始動したら、エンジンを止め、

サブキーで始動できるか確認します。
4. エンジンの始動ができないキーがあった

場合には、車と 3 本全てのキーを持っ
て、ヤマハ販売店でキーの再登録を受け
てください。

各部の取り扱いと操作
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JAUA1864

ディスプレイ

1

2

3

4
6

2

7

5

1

7
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6
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2

1

2

7

4
6

2

5

3

2Theme1 Theme2

Theme4Theme3

1

2

3

7

2

4

5

2

6

1. インフォメーションディスプレイ
2. 表示アイコン
3. 時計
4. ギヤポジション表示
5. スピードメーター

6. YRC モード表示
7. タコメーター

各部の取り扱いと操作
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メニューシステムまたはナビゲーション機能の使用中
メニューシステムまたはナビゲーション機能を開いている場合、ディスプレイの情報は図のように表示されます。

Theme1, 2, 3 Theme4

2

3
6

2

1 1

2

6
3

2

4

1

114 15 7 5 1

1. 表示アイコン
2. インフォメーションディスプレイ
3. ギヤポジション表示
4. 時計
5. スピードメーター
6. YRC モード表示
7. タコメーター

各部の取り扱いと操作
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JAUA3662

 

lディスプレイ画面の明るさは、メニューシ
ステムの設定で調整できます。（5-23
ページ参照）

lディスプレイ画面が高温になると、損傷を
避けるために自動的に暗くなり、明るさ調
整もできなくなります。

lこのモデルは TFT 液晶により、様々な光
源下での良好なコントラストおよび見や
すさを実現しています。場合によっては
少し見えにくい部分が出ることもありま
す。

l表示単位は、キロメートルとマイル、°C
（摂氏）と°F（華氏）を切り替えることが
できます。（5-24 ページ参照）

lナビゲーションシステムの表示単位は、
Garmin StreetCross アプリを使用して
個別に変更できます。

l走行前に必ずキロメートル単位になって
いることを確認してください。

ディスプレイシステムの操作
ディスプレイはジョイスティック／“ ”と
ホームボタン“ ”で操作できます。（5-5

ページ参照）それぞれの操作には、さまざま
な状況に応じた機能があります。詳細につ
いては、以下をご確認ください。

ジョイスティックを上下左右に操作
メインディスプレイの場合：インフォメー
ションディスプレイと YRC モード表示
(Theme4) の項目をハイライト表示し、調
整をします。
ナビゲーションディスプレイの場合：地図の
ズーム調整をします。
ターンバイターン表示（ポップアップ）の場
合：表示情報を左右に調整をします。
メニューシステム表示の場合：さまざまなメ
ニュー項目をハイライト表示し、調整をしま
す。

“ ”を短押し
メインディスプレイの場合：インフォメー
ションディスプレイと YRC モード表示
(Theme4) の項目をハイライト表示し、選
択します。
ナ ビ ゲ ー シ ョ ン デ ィ ス プ レ イ の 場 合 ：

“Navigation”メニュー画面を直接開きま
す。
メニューシステム表示の場合：ハイライト表

示されたメニュー項目を選択します。

“ ”を長押し
ハイライト表示されたインフォメーション
ディスプレイの項目が点滅している場合：項
目をリセットします。
スマートフォンが音楽プレーヤーアプリを
接続している場合：音楽を再生／一時停止し
ます。

ホームボタン“  ”を短押し
メインディスプレイまたはナビゲーション
ディスプレイの場合：ポップアップメニュー
を開きます。
メニューシステム表示の場合：キャンセルま
たは前の画面に戻ります。

ホームボタン“  ”を長押し
メインディスプレイの場合：ナビゲーション
ディスプレイに切り替わります。
ナビゲーションディスプレイの場合：メイン
ディスプレイに切り替わります。
メニューシステム表示の場合：直前に開いて
いたメインディスプレイまたはナビゲー
ションディスプレイに戻ります。

各部の取り扱いと操作
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時計
この時計は 12 時間表示です。時刻はス
マートフォンを接続すると自動的に更新さ
れますが、“  Settings” ® “Clock”で
手 動 設 定 す る こ と も で き ま す 。（ 5-23
ページ参照）

スピードメーター
車両の速度を示します。走行前に必ずキロ
メートル単位になっていることを確認して
ください。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

JCA10032

タコメーターの指針がレッドゾーンに入ら
ないようにしてください。
レッドゾーン: 10500 r/min 以上

ギヤポジション表示
選択しているギヤポジションが表示されま
す。この車は 6 段変速です。ギヤがニュー
トラルのときは、ニュートラルランプ“ ”
が点灯し、ギヤポジション表示に“ ”が
表示されます。

YRC モード表示
YRC モ ー ド 表 示 は 、“ SPORT ”、

“STREET”、“CUSTOM”のうち、どの
YRC モードが選択されているか表示されま
す。
YRC モードボタン“MODE”で選択し、メ
ニューシステムでカスタマイズできます。

（5-20 ページ参照）

“ CUSTOM ” は Yamaha Motorcycle
Connect アプリから名前をカスタマイズす
ることができます。

Theme4：
このテーマでは、各 YRC モードの現在の

“PWR”と“TCS”の設定が表示されます。
YRC モードボタン“MODE”を使用するほ
か、ジョイスティックを上下に操作すること
でインフォメーションディスプレイと YRC
モード表示を切り替えることができます。
ハイライト表示されているときに“ ”を短
押しして、YRC モード表示を選択します。
ジョイスティックを左右に操作して項目を
移動します。ジョイスティックを上下に操
作して、ハイライト表示された YRC モード
を切り替えたり、項目の設定を変更します。

Theme1-3：

YRC モードボタン“MODE”を長押しする
と、画面下部に YRC モード（ポップアップ）
が表示されます。YRC モード（ポップアッ
プ）が開いている間に、YRC モードボタン

“MODE”を短押しして項目を切り替え、ジョ
イスティックを使用して個々の項目を調整
します。

選択した YRC モードがカスタマイズ可能な
場合、ジョイスティックを使用して“PWR”
と“TCS”でハイライト表示されている項目
を調整できます。

YRC モードの詳細は、3-1 ページを参照し
てください。

インフォメーションディスプレイ
インフォメーションディスプレイには、次の
項目から 3 つ表示するように設定できます。
lオドメーター (ODO)
lトリップメーター (TRIP 1 / TRIP 2)
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lフューエルトリップメーター (TRIP F)
l瞬間燃費 (INST FUEL)
l平均燃費 (AVG FUEL)
l航続可能距離 (RANGE)
l水温計 (COOLANT)
l気温計 (AIR)
l走行時間 (TRIP TIME)
l燃料計

Theme1-3：
lジョイスティックを左右に操作して項目

を移動します。ハイライト表示された項
目でジョイスティックを上下に操作する
と、表示が切り替わります。ハイライト表
示された項目が点滅している場合は、“ ”
を長押しするとリセットされます。

lメニューシステムの“  Vehicle Info”
でも設定ができます。

Theme4：
ジョイスティックを上下に操作してイン
フォメーションディスプレイと YRC モード
表示を切り替えます。インフォメーション
ディスプレイがハイライト表示された“ ”
を短押しして選択します。ジョイスティッ
クを左右に操作して項目を移動します。ハ

イライト表示された項目でジョイスティッ
クを上下に操作すると、表示が切り替わりま
す。ハイライト表示された項目が点滅して
いる場合は、“ ”を長押しするとリセット
されます。

lメニューシステムから“  Settings” ®
“Information / Reset”を開くと、リセッ
ト可能な項目を個別に表示し、リセットす
る こ と が で き ま す 。（ 5-19 ペ ー ジ 参
照）

lナビゲーションディスプレイの場合、メ
ニューシステムから“  Vehicle Info”
を開き、2 つの項目をハイライト表示する
ことができます。

オドメーター (ODO)
車両の総走行距離が表示されます。

オドメーターは最大値 999999 で固定さ
れ、リセットできません。

トリップメーター (TRIP 1 / TRIP 2)
“TRIP 1”と“TRIP 2”は、ゼロにリセッ
トされてからの走行距離が表示されます。

“TRIP 1”と“TRIP 2”は、9999.9 に到
達するとゼロにリセットされ、カウントを続
けます。

フューエルトリップメーター (TRIP F)
燃料タンクの予備レベルに達すると、“TRIP
F”が表示され、その時点からの走行距離の
記録を開始します。フューエルトリップ
メーターは、給油後ある程度の距離を走行す
ると自動的にリセットされます。

フューエルトリップメーターが無効な場合
は“--.-”と表示されます。

瞬間燃費 (INST FUEL)
表示単位がキロメートルの場合、瞬間燃費は

“km/L”または“L/100km”に設定できま
す。（5-24 ページ参照）
表 示 単 位 が マ イ ル の 場 合 、 瞬 間 燃 費 は

“MPG”で表示されます。

平均燃費 (AVG FUEL)
表示単位がキロメートルの場合、平均燃費は

“km/L”または“L/100km”に設定できま
す。（5-24 ページ参照）
表 示 単 位 が マ イ ル の 場 合 、 平 均 燃 費 は
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“MPG”で表示されます。

航続可能距離 (RANGE)
現在の走行状況と燃料残量を考慮し、走行可
能距離の予測値を表示します。

水温計 (COOLANT)
冷却水の温度を、–30 °C から 130 °C まで
1 °C 刻みで表示されます。

l冷却水の温度が–30 °C 未満の場合、
“–30”と表示されます。
l冷却水の温度が上限に達した場合、“Hi”

と表示されます。

気温計 (AIR)
気温を、–9 °C から 50 °C まで 1 °C 刻みで
表示されます。表示される温度は、走行状態
によって車両温度の影響を受けるため、外気
温と一致していない場合があります。

l計測された気温が–9 °C 未満の場合、“---”
と表示されます。

l計測された気温が 50 °C 以上の場合、
“---”と表示されます。

走行時間 (TRIP TIME)
エンジンの稼働時間が表示されます。

燃料計
フューエルタンク内の燃料残量を示します。
燃料が減るにつれて、表示セグメントが

“F”（満）から“E”（空）に向けて減ってい
きます。最後のセグメントが点滅を始めた
ときは、速やかに給油してください。

JCAE0121

燃料を完全に使い切らないでください。触
媒が損傷するおそれがあります。

警告アイコンと表示アイコン

低燃料表示“ ”
フューエルタンク内の燃料残量が約 2.0 L
以下になると点灯します。

水温警告“ ”
エンジン冷却水温が高温になると、点灯しま
す。車両を停止させてエンジンをオフにし、
エンジンを冷やしてください。

JCA10022

エンジンがオーバーヒートした場合、エンジ
ンの使用を続けないでください。

油圧警告“  ”
エンジン運転中に油圧が低下すると、点灯し
ます。車両の電源をオンにしたときは、エン
ジン油圧が掛かっていないため、エンジンを
始動するまで点灯します。

異常が検知されると、繰り返し点滅します。

JCA26410

油圧が低下している場合、エンジンの使用を
続けないでください。
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補助システム警告“ ”
エンジン以外のシステムに異常が検知され
ると、点灯します。

クイックシフター表示“QS”（装備している
場合）
クイックシフターの状況がアイコンと矢印
で表示されます。
矢印がすべて消灯：クイックシフターが設定
されていません。

“ ”：シフトアップは可能ですが、クイッ
クシフターを使用できません。

“ ”：シフトダウンは可能ですが、クイッ
クシフターを使用できません。

“ ”：クイックシフターを使用したシフト
アップが可能です。

“ ”：クイックシフターを使用したシフト
ダウンが可能です。

lクイックシフターのシフトアップ／ダウ
ン機能は、ポップアップメニューから、そ
れ ぞ れ 個 別 に 設 定 で き ま す 。（ 5-20
ページ参照）

lクイックシフターの詳細は、3-2 ページを
参照してください。

ネットワーク接続表示“ ”
接続されているスマートフォンのネット
ワーク接続状態を示します。
アイコンなし：スマートフォンが接続されて
いません。

：スマートフォンは接続されていますが、
ネットワークに接続されていません。

：スマートフォンが接続されており、ネッ
トワークに接続されています。アイコンの
セグメントは電波の強度を示します。

スマートフォンによっては、ネットワークに
接続できていても電波の強度が表示されな
い場合があります。

スマートフォンのバッテリー残量レベル表
示“ ”
接続されているスマートフォンのバッテ
リー残量レベルを示します。
アイコンなし：スマートフォンが接続されて
いません。

：中央のバーが上下に動き、バッテリーの
残量を示します。

：スマートフォンは充電中です。

アイコンのバッテリー残量表示は接続して

いるスマートフォンのバッテリー残量表示
と一致していない場合があります。

ヘッドセット接続表示“ ”
Bluetooth ヘッドセットが車両に接続され
ると表示されます。

スマートフォンによっては、この表示は着信
中に消灯する場合があります。

Yamaha Motorcycle Connect アプリ表
示“ ”
Yamaha Motorcycle Connect アプリが
車両に正常に接続されると表示されます。

：接続しているスマートフォンが高温にな
るとアイコンが黄色に変わります。

スマートフォンによっては、高温状態が解消
してもアイコンが黄色のままになる場合が
あります。

ナビゲーション接続表示“ ”
Garmin StreetCross アプリが接続される
と表示されます。
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電話表示“ ”/“ ”
通話中は緑色、不在着信があった場合は赤色
のアイコンが表示されます。メニューシス
テムの“  Applications” ® “電話”か
ら直近の発着信履歴を開くと、不在着信のア
イコンは消灯します。

通知表示“ ”
接続されているスマートフォンが SNS や
メールなどの通知を受信したときに表示さ
れます。車両の電源をオフにするまでアイ
コンは点灯したままになります。メニュー
システムの“  Applications” ® “通知”
から通知を確認すると、アイコンは消灯しま
す。

lこの機能は、スマートフォンの Yamaha
Motorcycle Connect アプリが CCU に
接続されている場合にのみ使用できます。

l通知を表示するには、スマートフォンで
Yamaha Motorcycle Connect アプリ
が通知にアクセスすることを許可する設
定が必要になります。

グリップウォーマー表示“ ”（装備してい

る場合）
グリップウォーマーは、エンジンがかかって
いるときにのみ使用できます。3 つの温度
設定があり、それぞれが 10 段階の温度レベ
ル 間 で 調 節 で き ま す 。（ 5-32 ペ ー ジ 参
照）
アイコンには、現在の設定状況が表示されま
す。

：切
：低
：中
：高

JCA17932

lグリップウォーマーを使用するときは、必
ずグローブを着用してください。

l暖かい日は、グリップウォーマーを使用し
ないでください。

lハンドルバーグリップまたはスロットル
グリップが摩耗したり破損したりした場
合は、グリップウォーマーの使用を止め、
グリップを交換してください。

ETC 表示“   ”（装備している場合）
ETC 車載器を接続すると、車載器の状態が
表示されます。

車載器が利用できる時は緑色、利用できない
時は赤色で“ETC”が表示されます。

ナビゲーションディスプレイ
ナビゲーションには“標準表示”、“ターンバ
イターン表示”、“ターンリスト表示”の 3 種
類のルート案内表示があります。

標準表示

ジョイスティックを上下に操作すると、画面
が拡大縮小します。
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ターンリスト表示

ジョイスティックを上下に操作すると、案内
リストが上下します。

ターンバイターン表示

ジョイスティックを左右に操作するとディ
スプレイ下部に表示される情報が、目的地ま
での残りの距離／到着までの予想時間／現
在地の間で順番に表示されます。

“ ”を短押ししてメニューシステムから
“  Applications” ® “ナビゲーション”
® “表示切替”を開くと、ルート案内表示
を変更することができます。（5-26 ペー
ジ参照）

l Bluetooth の通信が不安定になると、ナ
ビゲーションディスプレイが自動的に
ターンバイターン表示に切り替わったり、
地図を読み込みの中の画面になったりし
ます。通信が回復すると元のナビゲー
ションディスプレイに戻ります。

lスマートフォンによってはルート案内中
に通話機能を使用すると、ナビゲーション
ディスプレイに戻った時に接続エラー画
面が表示される場合があります。その場
合は、“接続エラーが発生したときは”を
確認してください。（4-7 ページ参照）

l接続しているスマートフォンの AI アシス
タント機能が無効になっている時にヘッ
ドセットを接続すると、ナビゲーションの
ホーム画面に接続エラー画面が表示され
る場合があります。（iOS のみ）

JAUA3675

メニューシステム

1

1. ポップアップメニュー

この車両のメニューシステムは、左側のハン
ドルにあるジョイスティックとホームボタ
ンで操作できます。（5-5 ページ参照）
メインディスプレイ下部にポップアップメ
ニューが開きます。メニュー項目はポップ
アップメニューにアイコンで表示されます。

メインディスプレイからポップアップメ
ニューを開く
ホームボタン“ ”を短押しします。

メニューの操作
lジョイスティックを左右上下に操作し、メ

ニュー項目を選択および表示します。
l“ ”を短押しして項目を選択します。
l“ ”を短押しすると、キャンセルまたは

前の画面に戻ります。
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l“ ”を長押ししてメニューを閉じます。

メニューアイコンに“ ”／“ ”が表示
されたときは、ジョイスティックを矢印の方
向に操作すると、選択した機能の表示ができ
ます。

ポップアップメニューには、次の主な機能が
あります。

Theme

ディスプレイのビジュア
ルテーマを選択します。

（5-18 ページ参照）

Vehicle Info

インフォメーションディ
スプレイの各項目のリ
セットと表示切替をしま
す。（5-18 ページ参
照）

Settings

車両の操作に関連する設
定を変更します。

（5-18 ページ参照）

Applications

スマートフォン連携の機
能を表示します。

（5-26 ページ参照）

Phone（着信時
と通話中のみ）

通話するための電話機能
を表示します。（5-31
ページ参照）

Music

ポップアップ音楽プレー
ヤーを表示します。

（5-31 ページ参照）

Turn-by-Turn

ターンバイターンのルー
ト案内を開始します。

（5-32 ページ参照）

Turn-by-Turn
OFF

ターンバイターンのルー
ト案内を終了します。

（5-32 ページ参照）

Navigation

ナビゲーションディスプ
レイを開きます。

（5-32 ページ参照）

Meter
Display

メインディスプレイを開
きます。（5-32 ページ
参照）

Grip Warmer
（装備している
場合）

グリップウォーマーの温
度を調節します。

（5-32 ページ参照）

l車両が動いているときは、“  Theme”
と“  Settings”はグレー表示になりま
す。

lスマートフォンが車両に接続されていな
い場合は、“  Music”と“  Turn-by-
Turn/Turn-by-Turn OFF”はグレー表示
になります。

 Theme
メインディスプレイのビジュアルテーマは、
4 つのテーマから選択できます。（5-9 ペー
ジ参照）

 Vehicle Info
インフォメーションディスプレイに表示さ
れる項目を変更できます。（5-12 ページ参
照）

Theme4 の場合、この項目はポップアップ
メニューにありません。

 Settings

“Settings”メニューには、次の項目が表示
されます。

Information /
Reset

車両情報をリセットしま
す。（5-19 ページ参
照）

Vehicle
Function

走行を支援するシステム
を設定します。（5-20
ページ参照）
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Clock
時刻の調整／自動調整を
設定します。（5-23
ページ参照）

Display
ディスプレイの明るさと
背景の設定を変更します。

（5-23 ページ参照）

Unit
ディスプレイに表示する
単位を変更します。

（5-24 ページ参照）
Grip Warmer
Settings（装
備している場
合）

グリップウォーマーの温
度を調節します。

（5-24 ページ参照）

Shift
Indicator

シフトインジケーターの
設定を変更します。

（5-25 ページ参照）

Connectivity
Settings

スマートフォンの接続設
定をします。（5-29
ページ参照）

 Settings ® Information / Reset

トリップメーター、メンテナンストリップ

メーター、車両情報の確認とリセットができ
ます。また関連するその他の項目を工場出
荷時の状態に一括リセットできます。

Trip Mileage Reset

メインディスプレイのトリップメーターの
リセットができます。ジョイスティックを
操作して項目をハイライト表示し、“ ”を
短押しします。“OK”を選択するとリセット
されます。

“TRIP F”は燃料が少ない時にしか選択でき
ません。それ以外の時はグレー表示され、選
択できません。

Maintenance Reset

FREE-2

FREE-1

エンジンオイル交換“OIL”と、お好みのメ
ンテナンス項目“FREE-1”／“FREE-2”
のメンテナンス後の走行距離を記録できま
す。いずれかの項目のメンテナンスが完了
したら、ジョイスティックを操作して項目を
ハイライト表示し、“ ”を短押しします。

“OK”を選択するとリセットされます。
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Vehicle Info

km/h

インフォメーションディスプレイの項目を
リセットできます。ジョイスティックを操
作して項目をハイライト表示し、“ ”を短
押しします。“OK”を選択するとリセットさ
れます。

All Reset

YRC 設定、ディスプレイの設定、グリップ

ウォーマーの設定、トラクションコントロー
ル、単位、Bluetooth 接続の設定、インフォ
メーションディスプレイの項目を初期状態
に一括リセットできます。

“OK”を選択するとリセットされます。

lリセット後、ディスプレイが再起動され、
再起動までに数分かかる場合があります。

l“All Reset”を実行した場合は、一度ス
マートフォンからもペアリング履歴を削
除した後に、あらためてペアリングしてく
ださい。

l車両を売却または所有権を変更する前に、
マルチファンクションメーターをリセッ
トして、スマートフォンからのすべての個
人データ（通話履歴や連絡先情報など）が
削除されていることを必ず確認してくだ
さい。

lマルチファンクションメーターをリセッ
トした場合は、Bluetooth のペアリング
履歴と Yamaha Motorcycle Connect
アプリのペアリング履歴をスマートフォ
ンから削除してください。削除しないと
スマートフォンと再度ペアリングできな
くなります。

lマルチファンクションメーターは走行中

にリセットすることはできません。

 Settings ® Vehicle Function ®
YRC Settings ® YRC Modes

このメニューでは次の設定ができます。
l YRC モードを“SPORT”、“STREET”、
“CUSTOM”の中から選択します。
l“CUSTOM”を選択した場合は、“PWR”、
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および“TCS”の設定を変更することがで
きます。

l“QS ”、および“QS ”の設定を変
更することができます。

ジョイスティックを上下に操作して、YRC
モードを選択します。
ジョイスティックを左右に操作して設定項
目を選択し、ジョイスティックを上下に操作
して設定値を変更します。
ハイライト表示された項目で“ ”を短押し
すると、ビジュアル表現に切り替わります。
ホームボタン“ ”を短押しすると、元の
表示に戻ります。
ホームボタン“ ”を短押しして設定を確
認し、前のメニューに戻ります。

l“CUSTOM”の名前や各項目の設定値は、
Yamaha Motorcycle Connect アプリ
から変更することもできます。（5-22
ページ参照）

l“QS”の設定はすべての YRC モードで適
用されます。

PWR（パワーデリバリーモード）

PWR は、３段階の設定レベルがあります。
（3-1 ページ参照）
レベル１：スポーティなエンジン出力
レベル２：スムーズなエンジン出力
レベル３：雨天等のエンジン出力を抑えたい
場合

TCS（トラクションコントロールシステム）

この車両は、可変トラクションコントロール
システムが装備されています。各設定レベ
ルにおいて、車体を大きく傾けるほど、トラ
クションコントロール（システム介入）が強
くなります。２段階の設定レベルがあり、レ
ベル１ではシステム介入が最小限に抑えら
れ、レベル２では後輪のスリップを抑制する
ためにシステム介入が最大になります。

（3-1 ページ参照）
レベル１：スポーティな走行に適していま
す。
レベル２：濡れた路面や滑りやすい路面での
走行に適しています。

トラクションコントロールシステムは、“
Settings” ® “Vehicle Function” ®

“Stability Control ON/OFF”からのみ、
完 全 に オ フ に す る こ と が で き ま す 。

（5-22 ページ参照）
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QS   / QS  （クイックシフター）

ALL MODES

Quick Shift

ALL MODES

Quick Shift

QS （シフトアップ）と QS （シフト
ダウン）は、個別に設定することができま
す。（3-2 ページ参照）
設定１：加速時のみシフトアップが可能。減
速時のみシフトダウンが可能。
設定２：加減速に関わらずシフトアップとシ
フトダウンが可能です。
シフトアップまたはシフトダウン機能をオ

フにした場合、クラッチレバーを使用してシ
フトアップまたはシフトダウンする必要が
あります。

l設定１は、クイックシフターの作動範囲が
制限されており、トラック走行などにおい
て意図せずにシフトペダルに触れてし
まった場合の変速を防ぐために使用する
こともできます。

l設定２は、様々なシーンでのシフトチェン
ジを容易にすることができます。

lクイックシフターの設定状態については、
クイックシフター表示に反映されます。

（5-14 ページ参照）

 Settings ® Vehicle Function ®
YRC Settings ® Import / Export to
App

Export

Import

Yamaha Motorcycle Connect アプリを
使用して、変更した YRC モード設定をイン
ポート／エクスポートすることができます。

 Settings ® Vehicle Function ®
Stability Control ON/OFF

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON
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このメニューでは“Traction Control”
(TCS)のオン／オフを切り替えることがで
きます。（3-1 ページ参照）
システムがオフになっている場合は、対応す
る表示アイコンが点灯します。（5-14 ペー
ジ参照）
TCS をオフにすると、トラクションコント
ロールシステム表示灯“ ”が点灯します。

（5-7 ページ参照）

車両の電源をオンにすると、自動的に TCS
はオンになります。

 Settings ® Clock

時計はスマートフォンと同期して自動調整
できます。“Auto Adjustment”をオンす
るとチェックマークが入りますので、その状

態で Yamaha Motorcycle Connect アプ
リに接続してください。（4-2 ページ参照）

“Manual Adjustment”では時計を手動で
調整できます。

時計を手動で調整するには、ジョイスティッ
クを左右に操作して項目を選択し、ジョイス
ティックを上下に操作してハイライト表示
された項目を調整します。“ ”を短押しす
ると時計が設定され、“OK”を選択して確定
します。

 Settings ® Display ®
Brightness

1 2

1. 昼
2. 夜

マルチファンクションメーターには、周囲の
明るさを感知し、ディスプレイの明るさを自
動的に昼／夜で切り替えるセンサーが装備
されています。ディスプレイの明るさは昼
／夜のそれぞれで調整することができます。
ジョイスティックを左右に操作して昼また
は夜を選択し、ジョイスティックを上下に操
作して明るさを 1-6 段階で調整します。

“ ”を短押しすると設定され、前のメニュー
に戻ります。

昼／夜の明るさの調整は、それぞれの適切な
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環境で調整してください。

 Settings ® Display ®
Background

マルチファンクションメーターには、周囲の
明るさを感知し、ディスプレイの明るさを切
り替えるセンサーが装備されています。

“White”（昼）または“Black”（夜）は、
ディスプレイの明るさが選択した設定のま
まになります。

“Auto”を選択すると、周囲の明るさに応じ
て自動で切り替わります。

 Settings ® Unit

ディスプレイの表示単位は次のように変更
できます。
l Distance（距離）：km または mile
l Fuel（燃費）：km/L、L/100km または

MPG
l Temperature（温度）：°C または°F
距離単位に“mile”を選択すると、燃費単位
は自動的に“MPG”に変更されます。その
場合、“Fuel”はグレー表示になり、選択で
きません。

 Settings ® Grip Warmer
Settings（装備している場合）

Low

グリップウォーマーには 3 つの温度設定が
あり、それぞれの設定温度を調節できます。
調整する温度設定を“ ”を短押して選択
し、ジョイスティックを上下に操作して温度
レベルを 1-10 段階で調整します。“ ”を
短押しすると設定され、前のメニューに戻り
ます。
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 Settings ® Shift Indicator

シフトタイミングインジケーターランプの
設定を変更できます。

Indicator Type

“ON”を選択すると、設定した Final エンジ
ン回転数に達すると点灯します。FLASH
を選択すると、設定した Initial エンジン回転
数に達すると点滅を開始し、Final エンジン

回転数に達するとより早く点滅します。
“OFF”を選択するとインジケーターランプ
は作動しません。“ ”を短押しして選択し、
前のメニューに戻ります。

選択した設定に応じて、シフトタイミングイ
ンジケーターランプが点灯または点滅しま
す。

r/min Range

シフトタイミングインジケーターランプが
点灯するエンジン回転数（r/min）を選択し
ます。3000–10500 r/min の間で、250
r/min 単位で調整できます。“ ”を短押し
すると設定され、前のメニューに戻ります。

l“Initial”は“Final”より低い回転数

（r/min）で設定されます。
lギヤがニュートラルまたは 6 速のとき、シ

フトタイミングインジケーターランプは
点灯しません。

Brightness

1 2

1. 昼
2. 夜

ジョイスティックを上下に操作して、シフト
タイミングインジケーターランプの昼／夜
それぞれの明るさを 1-6 の間で選択しま
す。“ ”を短押しすると設定され、前のメ
ニューに戻ります。

昼／夜の明るさの調整は、それぞれの適切な
環境で調整してください。
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 Applications ® ナビゲーション

ナビゲーションシステムで操作できる項目
が表示されます。
l表示切替
l案内中止
l次の経由地をスキップ
l自宅
l職場
lお気に入り
l近くのガソリンスタンド

l上記以外のナビゲーションシステムの操
作 は 、 ス マ ー ト フ ォ ン の Garmin
StreetCross アプリを直接操作してくだ
さい。

l“表示切替”と“案内中止”と“次の経由
地をスキップ”は、ルート案内中でない場

合は使用できません。

ナビゲーションシステムの詳細については、
5-16 ページを参照してください。

目的地を選択している時はナビゲーション
ディスプレイが開き、ルート案内が表示され
ます。

ルート案内中は、次のオプションが使用でき
ます。

新規目的地に設定：現在のルート案内を中止
して、新しい目的地を設定します。
次の経由地に追加：現在案内中の目的地の手
前に経由地を追加します。
目的地に追加：現在案内中の目的地の後に、
新しい目的地を追加します。

ルート上に有料道路がある場合は、有料道路
を使用しないルートを選択するか表示され
ます。“Yes”を選択すると有料道路を使用
しないルートを探索します。“No”を選択す
ると有料道路を使用するルートで案内を開
始します。

10 秒間何も選択しないと、自動的に有料道
路を使用するルートで案内を開始します。
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表示切替

ナビゲーションの表示を切り替えます。（標
準表示、ターンリスト表示、ターンバイター
ン表示）設定後は、ナビゲーションディスプ
レイが選択された形式で表示されます。

案内中止
ルート案内を中止して、ナビゲーションの
ホーム画面を開きます。

次の経由地をスキップ
次の目的地をスキップして、ナビゲーション
のホーム画面を開きます。

自宅
自宅に戻るルート案内が設定されます。（自
宅は Garmin StreetCross アプリで事前登
録が必要です。）

職場
職場へ行くルート案内が設定されます。（職
場は Garmin StreetCross アプリで事前登
録が必要です。）

お気に入り

お気に入りに登録された目的地と現在地か
らの距離が表示されます。（お気に入りは
Garmin StreetCross アプリで事前登録が
必要です。）

ルート案内中は現在の進行方向を上向き矢
印として、保存された目的地の方角を矢印の
向きで表示します。

近くのガソリンスタンド

近くのガソリンスタンドと現在地からの距
離が表示されます。

ルート案内中は現在の進行方向を上向き矢
印として、ガソリンスタンドの方向を矢印で
表示します。

各部の取り扱いと操作
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 Applications ® 音楽

接続しているスマートフォンの音楽プレー
ヤーを表示します。
ジョイスティックを上下に操作して、音量を
調整します。
ジョイスティックを左右に操作すると、前の
曲／次の曲にスキップします。

“ ”を短押しすると、曲を再生／一時停止
をします。

l楽曲情報は、スマートフォンの音楽プレー
ヤーアプリから取り込まれます。

lスマートフォンや音楽プレーヤーのアプ
リケーションによっては、音楽プレーヤー
が自動的に再生したり、楽曲情報が表示さ
れなかったり、前の曲／次の曲などの機能
が使用できない場合があります。

 Applications ® 電話

接続されたスマートフォンからの直近の着
信履歴（CCU に接続された以降）が表示さ
れます。着信履歴を表示すると、不在着信表
示“ ”が消灯します。

：不在着信（赤）
：着信（緑）

l同じ連絡先からの発着信は、連絡先の横に
回数が表示されます。

l着信履歴は最大 30 件まで保存されます。
上限に達すると、古い履歴から削除されま
す。

 Applications ® 天気

現在地の天気情報が表示されます。ジョイ
スティックを上下に操作すると、天気情報の
予報間隔が変更できます。（時間単位/日単
位）

この天気情報はナビゲーションのホーム画
面の天気情報と異なる場合があります。

各部の取り扱いと操作
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 Applications ® 通知

接続されたスマートフォンからの通知のリ
スト（CCU に接続された以降）が表示され
ます。選択したメッセージを開いて内容を
確認できます。通知表示“ ”は車両の電
源をオフにすると消灯します。

lスマートフォンまたはアプリによっては、

通知機能が使用できない場合があります。
l通知は最大 30 件まで保存されます。上

限に達すると、古い通知から削除されま
す。

l長いメッセージだと、すべてを表示できな
い場合があります。

l走行中はメッセージを開いたり読んだり
することはできません。

l通知に表示される時刻は、スマートフォン
に表示されている時刻と異なる場合があ
ります。

 Applications ® Information
Transfer
Yamaha Motorcycle Connect アプリを
使用して画像を転送し、ディスプレイに表示
することができます。

 Applications ® 接続設定 ® コネク
ション ® Bluetooth

Bluetooth
CCU の Bluetooth 接続のオン／オフを切
り替えることができます。チェックマーク
が入っていると、Bluetooth 接続はオンの
状態です。

デバイス検出モード
スマートフォンとのペアリングを行うため
に、CCU をデバイス検出モードにします。
Bluetooth のペアリング方法については
4-3 ページを参照してください。

各部の取り扱いと操作

5-29

5



登録済みデバイス

ペアリング登録されているスマートフォン
が表示されます。デバイス名の横にある

“ ”は、Yamaha Motorcycle Connect
アプリが現在 CCU に接続されていること
を示します。デバイス名の横にある“ ”
は、Garmin StreetCross アプリが現在
CCU に接続されていることを示します。

ペアリング登録できるスマートフォンは最
大 8 台です。

スマートフォン名を選択すると次の操作が
できます。

ペアリング削除：選択されたスマートフォン
を CCU から削除します。
接続：選択されたスマートフォンを接続しま
す。
切断：選択されたスマートフォンの接続を切
断します。

Bluetooth 自動接続をオンに設定している
と、切断後もすぐに自動接続される場合があ
ります。

Bluetooth 自動接続
Bluetooth 自動接続のオン／オフを切り替
えます。チェックマークが入っていると、自
動接続はオンになっています。自動接続が
オンになっている場合は、CCU は最後に接
続されたスマートフォンと自動的に接続さ

れます。最後に接続されたスマートフォン
が無い場合は、登録済みデバイスリストの中
の 1 台と接続されます。

Bluetooth 自動接続がオフの場合は、ペア
リング登録されているスマートフォンと手
動で接続ができます。

 Applications ® 接続設定 ® システ
ム情報

現在のシステムソフトウェアのバージョン
を表示します。
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ユニット ID

CCU のユニット ID が含まれた QR コード
を表示します。“ ”を短押しすると、ひと
つ前のメニューに戻ります。

CCU のユニット ID は販売店の修理業務の
みに必要になります。

 Applications ® 接続設定 ® 法的情
報

ソフトウェアのサードパーティライセンス
は、こちらで確認できます。

 Phone（着信時と通話中のみ）

着信／通話画面が開き、相手の名前と通話時
間が表示されます。
ジョイスティックを上下に操作して通話音
量を調整します。

“ ”を短押しすると、通話は終了します。

スマートフォンの機種によっては、車両のス
イッチ操作による音量調節や通話終了がで
きない場合があります。その場合は、音量調
節と通話終了表示がグレー表示になります
ので、スマートフォンを直接操作してくださ
い。

 Music

ジョイスティックを上下に操作して音量を
調整します。

“ ”を短押しすると、その他の機能が表示
されます。

接続されたスマートフォンの音楽プレー
ヤーアプリと連携したポップアップ音楽プ
レーヤーが表示されます。
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ジョイスティックを上下に操作して、音量を
調整します。
ジョイスティックを左右に操作すると、前の
曲／次の曲にスキップします。

“ ”を短押しすると、曲を再生／一時停止
をします。

l楽曲情報は、スマートフォンの音楽プレー
ヤーアプリから取り込まれます。

lスマートフォンや音楽プレーヤーのアプ
リケーションによっては、音楽プレーヤー
が自動的に再生したり、前の曲／次の曲な
どの機能が使用できない場合があります。

l Theme4 の場合、この項目はポップアッ
プメニューにありません。インフォメー
ションディスプレイに表示され、機能は同
じです。

 Turn-by-Turn / Turn-by-Turn OFF

メインディスプレイ下部にあるターンバイ
ターンのルート案内のオン／オフができま

す。

このメニューアイコンは、メインディスプレ
イの場合のみ表示されます。

 Navigation

ナビゲーションディスプレイが開きます。
このメニューアイコンは、メインディスプレ
イの場合のみ表示されます。

 Meter Display

メインディスプレイが開きます。このメ
ニューアイコンは、ナビゲーションディスプ

レイの場合のみ表示されます。

 Grip Warmer（装備している場合）

グリップウォーマーは、ジョイスティックを
上下に操作して、3 つの温度設定またはオフ
のいずれかから選択し、温度調節ができま
す。温度設定は“  Settings” ® “Grip
Warmer Settings”から調整することがで
きます。（5-24 ページ参照）
この項目をハイライト表示した状態で“ ”
を長押しすると、“  Settings” ® “Grip
Warmer Settings”を直接開くことができ
ます。

Theme4 の場合、この項目はポップアップ
メニューにありません。インフォメーショ
ンディスプレイに表示され、機能は同じで
す。
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JAU12876

シフトペダル
11

1. シフトペダル

シフトペダルは車両の左側にあります。シ
フトアップするにはシフトペダルを上に動
かします。シフトダウンするにはシフトペ
ダルを下に動かします。（7-2 ページ参
照）

JAU93090

ABS
この車の ABS（アンチロックブレーキシス
テム）は、フロントブレーキとリヤブレーキ
に独立して働くデュアルエレクトロニック
コントロールシステムを特徴としています。
ABS は ECU（エレクトロニックコントロー
ルユニット）によってモニターされており、
ECU が故障を検知した場合には通常のブ
レーキの状態になります。

JWA15363

l ABS は制動距離を短くする装置ではあり
ません。

l未舗装路や砂利道など路面の状況により、
ABS のない車に比べて制動距離が長くな
ることがあります。 速度はひかえめに
し、車間距離を十分にとってください。

l ABS が作動していても、ブレーキは通常
の方法で使用できます。ブレーキレバー
またはブレーキペダルに振動が感じられ
るかもしれませんが、故障ではありませ
ん。

lこの ABS には、ABS が作動している状
態（ブレーキレバーまたはブレーキペダル

に振動を感じる）を体感できるテストモー
ドがあります。ただし、特殊工具が必要と
なりますので、ヤマハ販売店にご相談くだ
さい。

JCA20100

ホイールセンサーやホイールセンサーロー
ターを傷つけないでください。ABS の性能
が低下するおそれがあります。

11

22

1. フロントホイールセンサー
2. フロントホイールセンサーローター

各部の取り扱いと操作
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11

22

1. リヤホイールセンサー
2. リヤホイールセンサーローター

JAU13078

フューエルタンクキャップ
JWA12172

給油時およびガソリンを取り扱う場合は、次
のことを必ず守ってください。
l給油時は必ずエンジンを止め、火気を近づ

けないでください。ガソリンは揮発性が
高く、引火しやすい燃料です。

lフューエルタンクキャップを開ける前に、
車体などの金属部分に触れて静電気の除
去を行ってください。身体に静電気を帯
びた状態で給油すると、放電による火花で
引火する場合があり、ヤケドするおそれが
あります。

l給油操作は、必ず一人で行ってください。
複数で行うと静電気が除去できない場合
があります。

l給油は、必ず屋外で行ってください。
lセルフサービスのガソリンスタンドで給

油するときは、ガソリンの吹きこぼれがな
いよう、慎重に給油してください。

l給油限度（フィラーチューブ下端まで）を
超えてガソリンを入れないでください。
走行中にガソリンがにじみ出ることがあ
り危険です。

l給油後、フューエルタンクキャップを確実

に閉めてください。

1
2

1. フィラーチューブ
2. 給油限度

フューエルタンクキャップの開けかた

11

22

1. ロックカバー
2. 解除

1. ロックカバーを開けます。

各部の取り扱いと操作
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2. キーを差し込み、時計方向に 1/4 回して
ロックを解除します。

3. フューエルタンクキャップを開けます。

フューエルタンクキャップの閉めかた
1. キーを差し込んだ状態でフューエルタン

クキャップを押して閉めます。
2. キーを反時計方向に回してロックし、抜

き取ります。
3. ロックカバーを閉めます。

キーを抜き取ると、フューエルタンクキャッ
プを閉めることはできません。また、フュー
エルタンクキャップを正しく閉めないと、
キーを抜き取ることはできません。

JAU31461

燃料

JAU28313

指定燃料

指定燃料：
無鉛レギュラーガソリン

タンク容量：
約 13 L

JCA12512

l必ず指定燃料を使用してください。高濃
度アルコール含有燃料や軽油、粗悪ガソリ
ンなど、指定以外の燃料を使用するとエン
ジンの始動性が悪くなったり、出力低下な
どのエンジン不調の原因となる場合があ
ります。また、エンジンや燃料系の部品を
損傷するおそれがあります。

lこぼれたガソリンは、布切れなどできれい
にふき取ってください。

lタンクにゴミやチリなどの不純物が入ら
ないように注意してください。

JAUA3772

シート

タンデムシート

タンデムシートの取り外しかた
1. キーをシートロックに差し込み、反時計

方向に回します。

11
22

1. シートロック
2. 解除

2. キーの位置はそのままで、タンデムシー
トの後部を少し持ち上げ、後方向にずら
しながらタンデムシートを取り外しま
す。

タンデムシートの取り付けかた
1. タンデムシートの前部にある突起を図の

ようにしてシートホルダーに差し込みま

各部の取り扱いと操作
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す。

11

22

1. 突起
2. シートホルダー

2. タンデムシートの後部を押し、タンデム
シートをロックします。

3. キーを抜き取ります。

ライダーシート

ライダーシートの取り外しかた
1. タンデムシートを取り外し、シートの裏

側にある六角レンチを取り外します。

1

2

1. タンデムシート
2. 六角レンチ

2. クイックファスナーを外し、カバーを取
り外します。

11

22

1. クイックファスナー
2. カバー

クイックファスナーはセンターピンを押し

込んでから取り外します。

3. 六角レンチを使用して、ライダーシート
のボルトを取り外します。

11

22

1. ボルト
2. ライダーシート

4. ライダーシートの後ろ側を持ち上げて外
します。

各部の取り扱いと操作
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ライダーシートの取り付けかた
1. 図のように、ライダーシートの溝をフ

レームのクロスメンバーの突起に合わ
せ、シートを元の位置に戻します。

11

22

1. 溝
2. 突起

2. 六角レンチを使用してボルトを締め付け
ます。

3. カバーを取り付け、クイックファスナー
を取り付けます。

クイックファスナーはセンターピンを押し
出した状態で取り付け、センターピンとファ
スナーヘッドを同じ位置になるまで押し込
みます。

4. 六角レンチをタンデムシートの裏側に戻
します。

5. タンデムシートを取り付けます。

走行前に、必ずシートが確実にロックされて
いることを確認してください。

JAU14283

ヘルメットホルダー

1
2

1. ヘルメットホルダー
2. 解除

キーでロックを解除し、ヘルメットのあごひ
もの金具部分を掛けてロックします。

JWA11651

ヘルメットをヘルメットホルダーに掛けた
まま走行しないでください。ヘルメットが
運転を妨げ、思わぬ事故の原因になったり、
車の部品に損傷を与えたり、またヘルメット
にも損傷を与え保護機能を低下させます。

ヘルメットホルダーは、常にロックしておい
てください。

各部の取り扱いと操作
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JAUA2880

書類入れ
タンデムシートを外すと書類入れ（収納用
ポ ー チ ） が あ り ま す 。（ 5-38 ペ ー ジ 参
照）車検証、保険証、メンテナンスノートは
ビニール袋に入れ、書類入れに保管してくだ
さい。書類入れは、小物入れに保管してくだ
さい。

JCA28461

電子部品（IC チップ）を内蔵した電子車検
証は、IC タグを損傷しないように大切に保
管してください。

1

1. 書類入れ

JAUA1850

小物入れ

1

1. 小物入れ

タンデムシートの下に小物入れがあります。
（5-35 ページ参照）
小物入れに書類などを収納する場合は、図の
ようにビニール袋を固定してください。

JCA12972

小物入れを使用する時は以下の点に注意し
てください。
l洗車をすると中に水が入ることがありま

す。大切な物は、ビニール袋などに入れて
収納してください。

l濡れた物は、ビニール袋に入れてから収納
してください。濡れたまま収納すると、小
物入れ内にカビなどが発生することがあ
ります。

l貴重品やこわれやすい物は入れないでく
ださい。

l小物入れ内は直射日光などで温度が高く
なります。熱の影響を受けやすい物は入
れないでください。

車から離れるときは、必ずタンデムシートを
ロックしてください。

各部の取り扱いと操作
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JAU91870

リヤクッションの調整
リヤクッションには、スプリングプリロード
アジャスターと伸側減衰力アジャスターが
装備されています。

JWA12441

シートに人を乗せて調整をしないでくださ
い。車が動き、手などに思わぬケガをするこ
とがあります。

JCA11911

調整範囲を超えて、アジャスターを回さない
でください。

スプリングプリロード
プリロードアジャスターを(a)方向に回す
と、スプリングプリロードが大きくなり、(b)
方向に回すと小さくなります。
アジャスターの切り欠きを、リヤクッション
のインジケーターに合わせます。

7 6 5 4 3 2 1

4(a)(a)

(b)(b)

11
22

33

1. エクステンション
2. 調整レンチ
3. スプリングプリロードアジャスター
4. インジケーター

追加サービスツール内の調整レンチとエク
ステンションを使って調整を行います。

スプリングプリロード：
最小（ソフト）：

1 段
標準：

4 段
最大（ハード）：

7 段

伸側減衰力
減衰力アジャスターを(a)方向に回すと、伸
側減衰力が強くなり、(b)方向に回すと弱く
なります。
減衰力の調整は、アジャスターを(a)方向に
止まるまで回し、(b)方向へ戻す回転数を数
えて行います。

1 (a)(b)

1. 伸側減衰力アジャスター

伸側減衰力：
最小（ソフト）：

(b)方向へ 2 1/2 回転
標準：

(b)方向へ 1/2 回転
最大（ハード）：

(b)方向へ 0 回転

各部の取り扱いと操作
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アジャスターを(b)方向に回すと、調整範囲
以上にも回りますが、減衰力に変化はありま
せん。調整範囲内で使用してください。

JWA10222

リヤクッションユニットには高圧窒素ガス
が封入されています。リヤクッションユ
ニットを取り扱う場合は、必ず下記のことを
厳守してください。
lシリンダー本体を加工または分解しない

でください。
lリヤクッションユニットを火気の中に投

げ込まないでください。高温にさらすと
ガスが膨張し、爆発するおそれがありま
す。

lシリンダーを変形させたりダメージを与
えないでください。これを行うと、減衰力
が低下するおそれがあります。

l損傷または変形したリヤクッションユ
ニットを、ご自分で処分しないでくださ
い。リヤクッションユニットの処分が必
要なときは、ヤマハ販売店にご相談くださ
い。

l点検整備については、必ずヤマハ販売店に
て実施してください。

JAU45543

ブレーキレバーの握り調整
手の大きさに合わせて、ブレーキレバーの握
り幅が 5 段階に調整できます。
握り幅の調整は、レバーを前側に押しながら
アジャスターを回します。

1

23 4

1. ブレーキレバー
2. 握り幅
3. アジャスター
4. 合マーク

アジャスターの数字と合マークを、必ず合わ
せてください。

JAU70642

DC コネクター
この車には、オプションの電装アクセサリー
を取り付けるために、DC コネクターが搭載
されています。
コネクタの位置や容量および取り付け可能
なアクセサリーについては、お買いあげのヤ
マハ販売店にご相談ください。

各部の取り扱いと操作
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JAU92960

ETC コネクター
この車には ETC コネクターが搭載されてい
ます。ご使用については、お買いあげのヤマ
ハ販売店にご相談ください。

JAU15306

サイドスタンド
サイドスタンドはフレームの左側にありま
す。車を直立にした状態で、足でサイドスタ
ンドを上げ下げします。

この車にはサイドスタンドスイッチが装備
されています。（サイドスタンドスイッチに
ついては次の項目を参照してください。）

JWA10242

サイドスタンドを下ろした状態で、またはサ
イドスタンドが正しく上がらない（上がった
状態にならない）場合、車を運転しないでく
ださい。サイドスタンドが地面に接し、操縦
安定性を損なうことがあります。ヤマハの
イグニッションサーキットカットオフシス
テムは、発進前にサイドスタンドの上げ忘れ
を防止するよう設計されています。従って、
定期的にこのシステムを点検してください。
正しく機能しない場合にはヤマハ販売店に
修理を依頼してください。

JAUA1271

イグニッションサーキットカット
オフシステム
このシステムは、ギヤがニュートラル以外に
入っているときのエンジン始動を制御しま
す。サイドスタンドが上がっているがク
ラッチレバーが握られていないとき、もしく
はクラッチレバーを握っているがサイドス
タンドが下がっているときは、エンジン始動
はできません。また、ギヤがニュートラル以
外に入った状態でサイドスタンドを下げる
と、エンジンが停止します。
イグニッションサーキットカットオフシス
テムの作動を、以下の手順に従って適時点検
してください。

lこの点検は、エンジンが暖まった状態で
行ってください。

lスイッチ操作については、5-2 ページ、
5-3 ページを参照してください。

JWA11541

点検の結果異常があった場合は、走行前にヤ
マハ販売店でシステムの点検を受けてくだ
さい。

各部の取り扱いと操作
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JAUA1280

 

各部の取り扱いと操作
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JAU1559B

日常点検の実施
車を安全で快適に使用いただくため、法また
は法に準じ、日常の車の使用状況に応じて、
使用する人の判断で適時行う点検です。

JWA12032

l日常点検を怠ると重大な事故やケガ、トラ
ブルの原因となります。必ず実施してく
ださい。

l異常が認められたときは、乗車前にご使用
のかたご自身またはヤマハ販売店で必ず
整備を行ってください。

点検整備に使用する工具は、必要に応じてお
買い求めください。（モデルにより、サービ
スツールの有無や内容が異なります。）

JAU30142

日常点検箇所／点検内容
詳 し い 点 検 の 方 法 は 、 8-1 ペ ー ジ 以 降
の点検整備の方法および別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。

点検箇所 点検内容

ブレーキ

l ブレーキペダルの踏みしろ
およびレバーの握りしろが
適切で、ブレーキのききが
充分であること。

l ブレーキ液の量が適当であ
ること。

タイヤ

l タイヤの空気圧が適当であ
ること。

l 亀裂、損傷がないこと。
l 異常な摩耗がないこと。
l 溝の深さが充分あること。
（※）

エンジン

l 冷却水の量が適当であるこ
と。（※）

l エンジンオイルの量が適当
であること。（※）

l かかり具合が良好で、かつ、
異音がないこと。（※）

l 低速、加速の状態が適当で
あること。（※）

灯火装置
および方
向指示灯

l 点灯または点滅具合が良好
で、かつ、汚れや損傷がな
いこと。

運行にお
いて異常
が認めら
れた箇所

l 当該箇所に異常がないこ
と。

（注）

※印の点検は車の走行距離、運行時の状態な
どから判断した適切な時期（長距離走行時や
洗車、給油後など）に実施をしてください。

JWA11733

安全のため、ご自身の知識、技量にあわせた
範囲内で点検・整備を行ってください。難し
いと思われる内容はヤマハ販売店にご依頼
ください。点検整備するときは安全に充分
注意し、下記の内容を守ってください。
l点検は平坦で足場のしっかりした場所を

選び、スタンドを立てて行ってください。
lエンジン停止直後は、エンジン本体やマフ

ラー、エキゾーストパイプなどが熱くなっ
ています。直接触れたりしないでくださ
い。ヤケドに注意してください。

l排気ガスには、一酸化炭素などの有害な成
分が含まれています。風通しの悪い場所
や屋内でエンジンをかけると、ガス中毒を
起こす危険があります。

l走行して点検するときは、交通状況に注意
してください。

l異常が認められたときは、乗車前にご使用
のかたご自身またはヤマハ販売店で必ず
整備を行ってください。

日常点検
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JAU31471

ならし運転

JAU27665

ならし運転のしかた
初回 1 か月目（または 1000 km 走行時）
の点検までは、ならし運転をしてください。
ならし運転中はエンジン回転数を 6300
r/min 以下で走行してください。
また、不要な空ぶかしや急加速、急減速はし
ないでください。
ならし運転を行うと車の寿命を延ばします。

JAUA4050

エンジン始動
JWA11562

lエンジンを始動するときには、5-41 ペー
ジに記述された手順で、イグニッション
サーキットカットオフシステムの機能を
点検してください。

lサイドスタンドを下ろした状態で走行し
ないでください。

1. 車両の電源をオンにし、スターター／エ
ンジンストップスイッチが“ ”にセッ
トされていることを確認します。

2. ギヤをニュートラルにします。

ギヤをニュートラルにしたとき、ニュートラ
ルランプが点灯しない場合、ヤマハ販売店で
車の点検を受けてください。

3. スロットルを完全に閉じます。
4. スターター／エンジンストップスイッチ

の“ ”側を押して、エンジンを始動し
ます。

スターター／エンジンストップスイッチで
5 秒以内にエンジンが始動しないときは、
バッテリー電圧を回復させるため、10 秒位

休ませてからスターター／エンジンストッ
プスイッチを押してください。

JCA16661

lエンジンを長持ちさせるため、エンジンが
冷えている間の急加速や、無用な空ぶかし
は避けてください。

l長時間のアイドリングはガソリンのムダ
使いになるだけでなく、環境への悪影響に
もなりますので、やめてください。

l通常のアイドリング回転数を必要以上に
高くした状態（スロットルグリップを開け
て固定した状態など）で、長時間放置しな
いでください。温度上昇により、エンジン
または車両が損傷する場合があります。

運転操作
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JAUM3632

 

この車は、以下の機構を装備しています。
l車両の電源がオンのときに車体が転倒し

た状態になると、エンジンを停止させま
す。 この機構が働くと、車体を起こして
もエンジン停止の制御が継続されるため、
スターターモーターは回転しても、エンジ
ンを始動することができません。そのま
ま始動操作を続けると、バッテリー上がり
の原因になることがありますので、このよ
うな状態になった場合は車両の電源を一
旦オフにして、再度オンにするリセット操
作をしてください。 この機構が働いたと
き、エンジン警告灯が点灯しますが、故障
ではありません。また、リセット操作を行
うと、エンジン警告灯が消灯します。

l車両が停止した状態で 20 分間以上エン
ジンがかかったままになっていると、エン
ジンを停止させます。この機能でエンジ
ンが停止した場合は、スタータースイッチ
を押せば再始動が可能です。

JAU16675

ギヤチェンジのしかた

1

2

1

1

N

2

3

4

5

6

1. ギヤの位置
2. シフトペダル

ギヤチェンジを行って発進、加速や坂道を登
るときなどに必要なエンジンのパワーを調
整します。
ギヤの位置は図に示すようになっています。

ニュートラル（ ）にシフトするには、繰
り返しシフトダウンして一番下の位置に
なったところで、わずかにシフトアップしま
す。

JCA10262

lシフトペダルは、踏みごたえがあるまで確
実に操作してください。

lギヤがニュートラル位置であっても、エン
ジンを停止したまま長い間惰性走行を
行ったり、長い距離をけん引したりしない
でください。エンジンが停止していると
トランスミッションの潤滑が不十分にな
り、トランスミッションが損傷するおそれ
があります。

lクラッチレバーを確実に握らずにギヤ
チェンジしたり、無理なギヤチェンジは、
チェンジ機構の故障の原因になります。

JAU64130

ギヤチェンジの速度
各ギヤでの走行速度およびシフトダウンの
ギヤチェンジは、以下の速度を目安として
行ってください。

運転操作
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走行速度
1 速: 0 km/h–70 km/h
2 速: 20 km/h–95 km/h
3 速: 25 km/h–120 km/h
4 速: 30 km/h–155 km/h
5 速: 35 km/h–180 km/h
6 速: 40 km/h 以上

シフトダウン速度
6 速 ® 5 速: 145 km/h 以下
5 速 ® 4 速: 120 km/h 以下
4 速 ® 3 速: 95 km/h 以下
3 速 ® 2 速: 75 km/h 以下
2 速 ® 1 速: 55 km/h 以下

JWA20720

法定速度を守って走行してください。

JAU33176

ブレーキ
1. スロットルを完全に閉じます。
2. フロントブレーキとリヤブレーキを同時

に、徐々にかけます。

＜フロントブレーキ＞

＜リヤブレーキ＞

JWA11573

l急なブレーキ操作は避けてください（特に
どちらか一方に傾いているとき）。横すべ
りや転倒の原因となります。

l踏切、路面電車のレール、道路建設現場の
鉄製のプレート、マンホールのフタなど
は、濡れているときは極端に滑りやすくな
ります。そのようなところでは減速し、注
意して走行してください。

l濡れた路面では、ブレーキがききにくいこ
とを留意してください。

l下り坂でのブレーキ操作は非常に困難で
す。下り坂に差しかかる前までに充分減
速してください。

l連続したブレーキ操作は避けてください。
ブレーキ部の温度が上昇し、ブレーキのき
きが悪くなるおそれがあります。

JCA26500

l上り坂で停止するときは、ブレーキを使用
してください。スロットルグリップなら
びにクラッチの操作で車を保持すると、ク
ラッチなどが発熱して故障の原因となっ
たり、エンジン警告灯が点灯したりするお
それがあります。

運転操作
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l不要な空ぶかしをしないでください。エ
ンジン警告灯が点灯するおそれがありま
す。

JAU17214

駐車
駐車するときは、エンジンを止め、キーをメ
インスイッチから抜きます。

JWA11582

lエンジンやマフラーは高温になります。
通行する人などが触れない場所に駐車し
てください。

l草や可燃物などの火災の危険がある場所
には、決して駐車しないでください。

l傾斜地や地面が柔らかいところには駐車
しないでください。車が転倒することが
あります。

運転操作
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JAU29839

点検整備の実施

日常点検
6-1 ページ「日常点検箇所／点検内容」の表
にしたがって、適時実施してください。点検
の方法については、本書の以降のページや、
別冊「メンテナンスノート」の点検整備のし
かた以降のページを参照してください。

定期点検整備
定期点検整備は車を使用する人が自己管理
責任で定期的に行う点検整備で、法または法
に準じて行うことが義務づけられています。
二輪自動車または原動機付自転車について
は、1 年点検と 2 年点検の 2 種類がありま
す。
定期点検項目と基本的な点検内容は別冊の

「メンテナンスノート」に記載してあります。
ここでは、この車独自の内容を補足説明して
います。実際の点検作業にあたっては、別冊

「メンテナンスノート」とあわせてご使用く
ださい。

JWA12055

l点検整備を怠ると重大な事故、ケガ、トラ
ブルの原因となります。必ず実施してく

ださい。
l安全のため、ご自身の知識、技量にあわせ

た範囲内で点検・整備を行ってください。
難しいと思われる内容はヤマハ販売店に
ご依頼ください。

l点検するときは安全に充分注意し、以下の
内容を守ってください。
• 点検は平坦で足場のしっかりした場所

を選び、スタンドを立てて行ってくださ
い。

• エンジン停止直後の点検は、エンジン本
体やマフラー、エキゾーストパイプなど
が熱くなっています。ヤケドに注意し
てください。

• 排気ガスには、一酸化炭素などの有害な
成分が含まれています。風通しの悪い
場所や屋内でエンジンをかけると、ガス
中毒を起こす危険があります。エンジ
ンの始動は風通しのよい屋外で行って
ください。

• 走行して点検するときは、周囲の交通事
情に充分注意してください。

• 異常が認められたときは、乗車前にご使
用のかたご自身またはヤマハ販売店で
必ず整備を行ってください。

JWA15461

走行直後はブレーキ関係の部品に直接触れ
ないでください。ブレーキディスク、キャリ
パー、ドラム、ライニングなどは使用すると
高温になり、ヤケドするおそれがあります。
点検整備はブレーキ関係の部品が充分に冷
えてから行ってください。

l点検整備に使用する工具は、必要に応じて
お買い求めください。（モデルにより、サー
ビスツールの有無や内容が異なります。）

l点検結果は、別冊「メンテナンスノート」
の定期点検整備記録簿に記入してくださ
い。ご自身でできない項目については、ヤ
マハ販売店で点検を受け、記録してくださ
い。

l点検の記録は廃車されるまで保存してく
ださい。

lメーカー指定項目の点検結果は、定期点検
整備記録簿の「その他」の欄に記録してく
ださい。

点検整備
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JAU85240

サービスツール

1

1. サービスツール

サービスツールは図で示す場所にあります。
また、車両購入時に別に手渡されるサービス
ツールがあります。

JAU30378

エンジンオイル

エンジンオイル量の点検
1. 平坦な場所でエンジンを 2～3 分間アイ

ドリング運転します。

走行直後でエンジンが充分に暖まっていれ
ば、アイドリング運転は不要です。

2. エンジンを止めて車を垂直にし、オイル
レベルが安定するまで数分間待ちます。
その後、オイル点検窓でエンジンオイル
量を点検します。

3

4

11

22

1. オイル注入口
2. エンジンオイル点検窓
3. フルレベル
4. ロアレベル

3. オイル量がロアレベル以下のときは、オ
イル注入口から補給します。（推奨エン
ジンオイルについては、9-3 ページ
参照）

O リングに損傷がないか点検し、損傷がある
場合は交換してください。

2

1

1. オイル注入口キャップ
2. O リング

点検整備
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JAU47505

エンジンオイルの交換時期

初回：
1 か月点検時または 1000 km 時

2 回目以降：
10000 km 走行ごと、または 1 年ご
と

エンジンオイル量：
オイル交換時:

2.30 L
オイルフィルター取り外し時:

2.60 L

定期交換時期の前でも、エンジンオイルの汚
れが著しいときやエンジンオイルが薄茶色
に濁っているときは、早めにエンジンオイル
を交換してください。汚れや濁りの程度に
ついては、ヤマハ販売店にご相談ください。

オイルフィルターカートリッジの交換時
期

初回：
1 か月点検時または 1000 km 時

2 回目以降：
30000 km 走行ごと

JWA11861

l走行後など、しばらくの間はマフラーやエ
ンジンなどが熱くなっています。 ヤケド
に注意してください。

l油脂類の廃液は、法令（公害防止条例）で
適切な処理を行うことが義務づけられて
います。ヤマハ販売店にご相談ください。

JCA12261

l化学添加剤は一切加えないでください。
l補給時に、オイル注入口からゴミなどが入

らないように注意してください。
lオイルをこぼしたときは、布などでよくふ

きとってください。

JAU30691

エンジンのかかり具合、異音の点
検
エンジンがすみやかに始動し、スムーズに回
転するかを点検します。
エンジンから異音がしないかを点検します。

点検整備
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JAU91020

低速、加速の状態の点検
低速、加速の状態の点検前に以下の点検を
行ってください。
lエンジンを停止した状態でスロットルグ

リップをゆっくり回し、引っ掛かりがなく
スムーズに作動することと、手を離したと
きにスロットルグリップがスムーズに戻
ることを点検してください。また、ハンド
ルを左右にいっぱいに切った状態でも同
じ点検を行ってください。

アイドリングがスムーズに続くかを点検し
ます。
スロットルグリップを徐々に回してエンジ
ンを加速したとき、スロットルグリップもエ
ンジンもスムーズに回るかを走行などして
点検します。このとき、エンジンストール

（エンスト）やノッキングなどが起きたら、
ヤマハ販売店で点検・整備を受けてくださ
い。

JAU20071

冷却水

JAU30723

冷却水量の点検

冷却水量の点検は、エンジンが冷えた状態
で、車を平坦なところで垂直にして行ってく
ださい。

リカバリータンク内の冷却水量が、フルレベ
ルとロアレベルの範囲内にあるかを点検し
ます。

11

22

33

F

L

1. リカバリータンク
2. フルレベル
3. ロアレベル

冷却水がロアレベル以下のときは、以下を参
照して補充してください。

JAU30805

冷却水のつくりかた
ヤマルーブロングライフクーラントと水道
水を 1 対 1 で混ぜ合わせます。

JWA11882

クーラントには毒性がありますので、取り扱
いには充分注意してください。
l目に入ったとき

水で充分に洗い流してから、医師の治療を
受けてください。

l皮膚や衣類についたとき
すみやかに水洗いした後、セッケン水で
洗ってください。

l飲んだとき
すぐにおう吐させ、医師の治療を受けてく
ださい。

点検整備
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JCA12112

混ぜ合わせに使用する水は水道水を使用し、
井戸水や塩分の含まれた天然水は使用しな
いでください。

JAU30812

冷却水の補充
リカバリータンク内の冷却水量を点検し、ロ
アレベルより水面が下がっているときは、リ
カバリータンクキャップを開けて冷却水を
フルレベルまで補充します。

11

1. リカバリータンクキャップ

JCA12121

lフルレベル以上は入れないでください。
l冷却水の交換は、ヤマハ販売店で行ってく

ださい。 JAU62420

エアクリーナーエレメントの交換
エアクリーナーエレメントは、定期的な交換
が必要です。
エアクリーナーエレメントの交換は、ヤマハ
販売店へ依頼してください。
ほこりの多い場所や湿気の多い場所を走行
する機会が多い場合は、より短い期間で交換
する必要があります。ヤマハ販売店にご相
談ください。

ブローバイガス還元装置のブリーザード
レンホースの清掃
1. ブリーザードレンホースを点検し、汚れ

や水がたまっていないか確認します。

11

1. ブローバイガス還元装置のブリーザードレン
ホース

2. 汚れや水があった場合は、ブリーザード

点検整備
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レンホースを取り外して清掃し、元に戻
します。

JAU65360

タイヤ

空気圧

タイヤ接地部のたわみ状態により空気圧が
不足していないかを点検します。たわみ状
態が異常なときは、タイヤゲージで点検し、
正規の空気圧にしてください。
空気圧はタイヤが冷えているときに測定し
てください。
この車はチューブレスタイヤを装着してい
ます。

タイヤ空気圧（冷間時）：
1 名乗車：

前輪：
250 kPa (2.50 kgf/cm²)

後輪：
250 kPa (2.50 kgf/cm²)

2 名乗車：
前輪：

250 kPa (2.50 kgf/cm²)
後輪：

250 kPa (2.50 kgf/cm²)

lタイヤの空気圧は徐々に低下します。見
た目には不足していることが判りにくい
タイヤもあり、少なくとも 1 か月に一度は
タイヤゲージを使用して空気圧の点検を
行ってください。

l空気圧の確認は、タイヤが冷えているとき
に行ってください。走行後はタイヤが暖
まっており、空気圧が高くなります。

JAU28642

タイヤの亀裂、損傷の点検
タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損傷
がないかを点検します。

点検整備
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この車はチューブレスタイヤを装着してい
ます。タイヤの接地面や側面に釘、石、その
他の異物が刺さったり、かみ込んだりしてい
ないかを点検し、異常があったときはヤマハ
販売店で点検・整備を受けてください。

1

2

3

1. 異物（釘、石など）
2. ウェアインジケーター（摩耗限度表示）
3. 亀裂、損傷

道路の縁石などにタイヤ側面を接触させた
り、大きなくぼみや突起物を乗り越したとき
は、必ず点検してください。

JAU28701

タイヤの異常な摩耗
タイヤの接地面が異常に摩耗していないか
を点検します。

JAU28776

タイヤの溝の深さ
タイヤの溝の深さをウェアインジケーター
で点検します。ウェアインジケーターがあ
らわれたら、タイヤを交換してください。

lウェアインジケーターはタイヤの溝が
0.8 mm になるとあらわれます。

l安定したコーナリングや操縦性などを確
保して安全な走行を行うため、タイヤの溝
には充分注意してください。一般的に二
輪車のタイヤは溝の深さが前輪 1.6mm、
後輪 2.0mm 以下になりましたら交換を
おすすめします。

JWA11914

lタイヤを交換するときは、必ず指定タイヤ
を使用し、前後とも同じ銘柄のものを使用
してください。指定タイヤ以外のタイヤ
や前後で異なった銘柄のタイヤを使用す
ると、操縦安定性に影響をおよぼすおそれ
がありますので使用しないでください。

l過度にすり減ったタイヤの使用や不適正
な空気圧での運転は、転倒事故などを起こ
す原因となることがあります。取扱説明
書に記載された空気圧を守り、過度にすり

減ったタイヤは交換してください。
lタイヤに異常があると、操縦安定性に影響

をおよぼしたりパンクの原因になります。
異常があるときは、ヤマハ販売店で点検・
整備を受けてください。

タイヤサイズ：
前輪：

120/70ZR17 M/C (58W)
後輪：

180/55ZR17 M/C (73W)
指定タイヤ：

前輪：
DUNLOP/SPORTMAX Q5AF

後輪：
DUNLOP/SPORTMAX Q5A

点検整備
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JAU48222

クラッチ

クラッチレバーの遊び
クラッチレバーを手で抵抗を感じるまで引
き、レバー先端部の遊びの量が規定の範囲に
あるかをスケールなどで点検します。

クラッチレバーの遊び
5.0–10.0 mm

1

2

1. アジャスター
2. 遊び

点検の結果、調整が必要な場合は、アジャス
ターで調整します。
レバー側のアジャスターでクラッチレバー
の遊びを規定値内に調整できない場合は、ク
ランクケース右側にあるロックナットをゆ

るめて、アジャスターで調整します。

11
22

1. ロックナット
2. アジャスター

JWA11841

調整後、エンジンをかけてギヤチェンジがス
ムーズにできるか、エンストなどしないかを
確認してください。 なお、車の飛び出しに
注意してください。

JCA12092

l調整後は、ロックナットを確実に締め付け
ます。

l 1 か月に一度はクラッチケーブルの取り
付け部に注油をしてください。

1

1. ケーブル取り付け部

点検整備
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JAU31122

ブレーキレバーの遊び／ブレーキ
ペダルの遊び、およびブレーキの
きき具合の点検

ブレーキの遊びの点検
ブレーキレバーおよびブレーキペダルの遊
びはありません。ブレーキを手で作動させ、
手ごたえがあるかどうかを確認します。

JWA11741

ブレーキレバーの引き具合、ブレーキペダル
の踏み具合がやわらかく感じられるときは、
エアが混入しているおそれがあります。ヤ
マハ販売店で点検・整備を受けてください。

ブレーキのきき具合の点検
乾いた路面を走行し、フロントブレーキ、リ
ヤブレーキを別々に作動させたときのきき
具合を点検します。
ブレーキのきき具合が悪いときは、ヤマハ販
売店で点検・整備を受けてください。

JWA11761

走行して点検するときは、交通状況に注意
し、低速で走行しながら行ってください。

JAU36505

ブレーキランプスイッチの点検
ブレーキがきき始める直前にブレーキラン
プが点灯するか点検します。ブレーキラン
プは ABS の構成部品ですので、異常がある
ときはヤマハ販売店で点検・整備を受けてく
ださい。

JAU49291

ブレーキパッドの点検
ブレーキパッドの損傷や摩耗の状態を点検
します。摩耗したブレーキパッドは、ヤマハ
販売店で交換してください。
＜フロントブレーキ＞
ブレーキパッドのインジケーターとブレー
キディスクのすき間がなくなったら、ヤマハ
販売店でブレーキパッドをセットで交換し
てください。

1 1

1. インジケーター

＜リヤブレーキ＞
ブレーキパッドのインジケーター溝まで摩
耗したら、ヤマハ販売店でブレーキパッドを
セットで交換してください。

点検整備
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1 1

1. インジケーター溝

JAU44233

ブレーキ液量の点検
＜フロントブレーキ＞

LOWER

11

1. ロアレベル

＜リヤブレーキ＞

11

1. ロアレベル

ブレーキリザーバータンクキャップ上面を
水平にして、リザーバータンク内の液量がロ

アレベル以上にあるかを点検します。
液量がロアレベル以下のときは、販売店へブ
レーキ液の補給を依頼してください。

JWA12152

lブレーキ液の減りが著しいときは、ブレー
キ系統の液漏れが考えられます。販売店
で点検・整備を受けてください。

lブレーキ液は安全のために 2 年ごとに交
換してください。

点検整備

8-10

8



JAU22762

ドライブチェーン

JAUA3741

ドライブチェーンの点検
1. サイドスタンドに立てます。

ドライブチェーンのたわみ量を点検すると
きは、車体に荷重を掛けないで行います。

2. ギヤをニュートラルにします。
3. ドライブチェーンガードの突起部の位置

でドライブチェーンを手で押し下げま
す。
このとき、セット長 A（ドライブチェー
ンガードの突起部の位置からの距離）が
規定の範囲にあるかをスケールなどで点
検します。

11

1. 突起

22

11

1. 突起
2. セット長 A

セット長 A：
51.0–56.0 mm

4. ドライブチェーンのたわみ量（セット長
A）が規定の範囲にない場合は、たわみ
量を調整します。

JCA17791

ドライブチェーンのたわみ量が 58.0 mm
以上の場合、走行しないでください。ドライ
ブチェーンがリヤアームなどの部品に接触
して損傷を与えることがあります。

JAU57971

ドライブチェーンたわみ量の調整
1. セルフロッキングナットをゆるめます。

112233

44

1. セルフロッキングナット
2. アジャスター
3. ロックナット
4. 刻み目盛り

2. ロックナットをゆるめて、チェーンのた
わみ量が規定値になるようにアジャス
ターで調整します。

刻み目盛りを左右同じ位置にします。

3. 調整後、セルフロッキングナットを規定

点検整備
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のトルクで締め付けます。

締め付けトルク：
セルフロッキングナット：

105 N·m (10.5 kgf·m)

4. ロックナットを規定のトルクで締め付け
ます。

締め付けトルク：
ロックナット：

16 N·m (1.6 kgf·m)

5. 左右の刻み目盛りが同じ位置にあるか、
ドライブチェーンたわみ量が規定の範囲
にあるか、チェーンが滑らかに回転する
か確認します。

JAU23027

ドライブチェーンの給油
1. リヤホイールを浮かし、ホイールを手で

ゆっくり回しながら、チェーンやスプロ
ケットに付着した泥や汚れを柔らかいブ
ラシなどで落とします。その後、ヤマ
ルーブ スーパーチェーンクリーナーで
洗浄します。

2. チェーンを乾燥させた後、リヤホイール
を手でゆっくり回しながら、チェーンに
ヤマルーブ 180 チェーンオイルを給油
します。

JCA12471

この車はシールチェーンを採用しています。
取り扱いには以下の点に注意してください。
lスチーム洗浄はしないでください。
lシンナー、ガソリンなどの揮発性溶剤やワ

イヤーブラシを使用して洗浄しないでく
ださい。

JAU43302

バックミラー

バックミラーの脱着のしかた
l右バックミラー取り付けアダプターのボ

ルト部は左ネジです。右バックミラーを
取り外すときは、右バックミラー取り付け
アダプターを時計回り（a）方向に回しま
す。

2
3

1

(a)

1. 右バックミラー
2. 右バックミラー取り付けナット
3. 右バックミラー取り付けアダプター

l左バックミラー取り付けアダプターのボ
ルト部は右ネジです。左バックミラーを
取り外すときは、左バックミラー取り付け
アダプターを反時計回り（b）方向に回し
ます。

点検整備
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2
3

1

(b)

1. 左バックミラー
2. 左バックミラー取り付けナット
3. 左バックミラー取り付けアダプター

lバックミラーの取り付けは、取り外しと逆
の手順で行います。

l右バックミラー取り付けナットは、右ネジ
です。

l左バックミラー取り付けナットは、左ネジ
です。

JAU28621

車体各部の給油脂状態の点検
車体各部の給油脂状態が充分であるかを点
検します。
異常があるときは、ヤマハ販売店で点検・整
備を受けてください。

JAU28651

アンダーブラケットの取り付け状
態の点検（ステアリングステム）
アンダーブラケットの締付ボルトまたは締
付ナットに、ゆるみがないかを工具で点検し
ます。

締付ボルトまたは締付ナットにゆるみがあ
るときは、ヤマハ販売店で規定トルクでの締
め付けを依頼してください。

点検整備
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JAU28762

バッテリー

バッテリーの点検
この車のバッテリーは密閉式です。
バッテリー液の補充、点検は不要です。
バッテリーに異常があるときは、ヤマハ販売
店で点検・整備を受けてください。
バッテリーターミナル部に汚れや腐食があ
るときは、バッテリーを取り外して清掃しま
す。

JWA11811

バッテリーは引火性ガス（水素ガス）を発生
しますので、取り扱いを誤ると爆発し、ケガ
をすることがあります。次の点を必ず守っ
てください。
l火気厳禁です。ショートやスパークさせ

たり、タバコなどの火気を近づけないでく
ださい。 爆発のおそれがあります。

l補充電は風通しのよいところで行ってく
ださい。

lガソリン、油、有機溶剤などを付着させな
いでください。電そう割れの原因となる
ことがあります。

l落下などの強い衝撃を加えないでくださ
い。

lバッテリー液は希硫酸です。皮膚、目、衣
服などに付着すると、重大な傷害を受ける
ことがあります。

l子供の手の届くところに置かないでくだ
さい。

応急手当
l万一、バッテリー液が皮膚、衣服などにつ

いたときはすぐに多量の水で洗い流して
ください。

l目に入ったときは、すぐに多量の水で洗い
流し、医師の治療を受けてください。

JCA12142

lこのバッテリーは密閉式の 12 Ｖです。
lこのバッテリーは液入り充電済です。液

量点検および補水は必要ありません。
l補充電には、密閉式バッテリー専用充電器

を使用してください。くわしくはヤマハ
販売店にご相談ください。

l長期間ご使用にならないときは、3 か月ご
とに補充電してください。

lバッテリーを交換するときは、必ず同型式
のバッテリーを使用してください。

JAUA5390

バッテリーの取り外し
1. シートを取り外します。（5-35 ページ参

照）
2. メインスイッチをオフにします。

11

33

44

55

22

11

6677

1. ボルト A
2. ボルト B
3. シートブラケット
4. ＋リード線
5. －リード線
6. バッテリーバンド
7. バッテリー

3. ボルト A を取り外します。
4. ボルト B を取り外し、シートブラケット

を取り外します。
5. －（マイナス）側リード線を外します。

JCA16304

バッテリーを取り外すときは、必ずメインス

点検整備
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イッチをオフにしてから、マイナスリード、
プラスリードの接続の順で外してください。

6. ＋（プラス）側リード線を外します。
7. バッテリーバンドを取り外します。
8. バッテリーを取り外します。

バッテリーの取り付け
取り付けは、取り外しと逆の手順で行いま
す。

JAU29411

ターミナル部の清掃
バッテリーターミナル部に汚れや腐食があ
るときは、やわらかいブラシなどで清掃しま
す。また、白い粉がついているときは、ぬる
ま湯を注いでよくふき取ります。

1

1. ターミナル

JAUA1844

ヒューズ交換
ヒューズボックスは、ライダーシートの下に
あります。（5-35 ページ参照）

11

1. ヒューズボックス

1

2

3

4

5

6

7

8 9

10

11

12

13

14

15

16

1. ABS ソレノイドヒューズ
2. ABS モーターヒューズ
3. メインヒューズ
4. フューエルインジェクションヒューズ

5. 電子制御スロットルバルブヒューズ
6. バックアップヒューズ 2 （ECU／イモビライ

ザーシステム）
7. バックアップヒューズ
8. ラジエターファンモーターヒューズ
9. スペアヒューズ
10.イグニッションヒューズ
11.ヘッドライトヒューズ
12.ABS コントロールユニットヒューズ
13.イグニッションヒューズ 2
14.シグナルヒューズ
15.DC ターミナルヒューズ 1
16.アクセサリーヒューズ

ヒューズが切れた場合は、以下のように交換
します。

ヒューズを取り外すときは、ヒューズプラー
をご使用ください。

1. 車両の電源をオフにします。
2. 図のように、ヒューズボックスカバーの

2 点を内側に押しながら上方向に引き、
カバーを取り外します。

点検整備
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3. ヒューズプラーで切れたヒューズを外
し、規定アンペア数の新しいヒューズを
取り付けます。

11

1. ヒューズプラー

規定ヒューズ：
DC ターミナル 1:

5.0 A
メイン:

50.0 A
アクセサリー:

2.0 A
ヘッドライト:

7.5 A
シグナル:

7.5 A
イグニッション:

10.0 A
イグニッション 2:

7.5 A
ラジエターファンモーター:

15.0 A
ABS モーター:

30.0 A
フューエルインジェクション:

10.0 A
ABS ソレノイド:

15.0 A
ABS コントロールユニット:

7.5 A

バックアップ:
7.5 A

バックアップ 2:
15.0 A

電子制御スロットルバルブ:
7.5 A

4. 車両の電源をオンにし、装置が正しく作
動することを点検します。

5. ヒューズを交換してもすぐに切れるとき
は、ヤマハ販売店で電気系統の点検を受
けてください。

6. ヒューズプラーを戻し、ヒューズボック
スカバーを取り付けます。

JCA12862

l交換するヒューズは、指定されている容量
のヒューズを使用してください。指定容
量を超えるヒューズを使用すると、配線の
過熱や焼損の原因になります。

l電装品類（ライト、計器など）を取り付け
るときは、車種ごとに決められている「ヤ
マハ純正部品」を使用してください。それ
以外のものを使用すると、ヒューズが切れ
たり、バッテリーあがりを起こすことがあ
ります。

点検整備
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l洗車時ヒューズボックスのまわりに水を
強く吹き付けないでください。漏電や短
絡（ショート）の原因になります。

JAU29447

灯火装置および方向指示灯の点検

1

2

3

2

3

1. ヘッドライト
2. マーカーランプ
3. 方向指示灯（前）

1

22

3

22

1. ブレーキ/テールランプ
2. 方向指示灯（後）
3. 番号灯

1. 車両の電源をオンにします。

2. テールランプ、ブレーキランプなどの灯
火装置や方向指示灯の点灯・点滅具合が
良好かを点検します。

3. エンジンを始動し、ヘッドライトの点灯
状態が良好かを点検します。

4. レンズなどに汚れや損傷がないかを点検
します。

点灯しないときはヒューズを点検（8-15
ページを参照）し、異常がないときはヤマハ
販売店で点検・整備を受けてください。

JCA12063

電球は、指定されているワット数・規格のも
の（10-1 ページ「製品仕様」を参照）
を使用してください。指定以外のものを使
用すると、球切れ、作動不良などの原因とな
ります。

点検整備
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JAU29571

運行において異常が認められた箇
所の点検
運行中に異常を認めた箇所について、運行に
支障がないかを点検します。

点検整備
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JAU35124

 
いつまでも車を長持ちさせるために、お手入
れをしてください。
すみずみまで掃除すれば、普段気付かない異
常箇所や摩耗が発見でき、故障の予防にもな
ります。

マット塗装（ツヤ消し塗装）のお手入れ
お車によってはマット塗装が施されていま
す。マット塗装部分のお手入れをするとき
は、以下の点に注意してください。

JCA13084

l洗車などでブラシは使用しないでくださ
い。塗装を傷つけることがあります。

lワックスがけはしないでください。外観
が変化することがあります。

lコンパウンドは使用しないでください。
マット塗装の表面が研磨されて、光沢がで
ることがあります。

JAU27796

洗車
雨天走行後など、車が汚れたときは早めに洗
車してください。車をサビやキズから守り
ます。
l中性洗剤を使用して洗車した後、充分に水

洗いします。
l柔らかい布で、車に付着した水分をよくふ

きとります。
l洗車後、必要に応じて各部にグリースなど

を注油してください。
l車の塗装面保護のため、ワックスがけをし

てください。（マット塗装部分を除く）

JWA11931

l洗車はエンジンが冷えているときにして
ください。

l洗車後、ブレーキのききが悪くなることが

あります。ききが悪いときは、前後の車に
充分注意しながら低速で走行し、ききが回
復するまで数回ブレーキを軽く作動させ
て、ブレーキの湿りをかわかしてくださ
い。

lブレーキディスクやパッドにワックスや
グリースなどの油脂類をつけないでくだ
さい。ブレーキがきかなくなり、事故の原
因になることがあります。

JCA12215

lエアクリーナーや電装品などに水が入ら
ないように注意してください。故障の原
因になります。

lマフラー内部に水がたまると、始動不良や
サビの原因になることがあります。洗車
時はビニール袋をかけるなどして、内部に
水が入らないようにしてください。

lヘッドライト、メーターパネル、カバーな
どのプラスチック部品にガソリンやブ
レーキ液、アルカリ性および強酸性のク
リーナー、その他の溶剤などがかかると、
ヒビ割れなどの原因になりますので注意
してください。また、コンパウンドの入っ
たワックスは、表面を傷つけますので使用
しないでください。

お車の手入れ
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lウインドスクリーン、ヘッドライトレン
ズ、メーターレンズ、カウル、パネルなど
のプラスチック部品やマフラーは、清掃の
しかたを誤ると外観を損ねたり損傷した
りします。まず、柔らかくて清潔な布やス
ポンジを使用し、水洗いしてください。も
し、汚れが充分に落ちないときは、少量の
中性洗剤を水で薄めて清掃してください。
中性洗剤を使用して清掃した後は、大量の
水で洗剤を完全に洗い落としてください。
洗剤の成分が残っていると、プラスチック
部品が損傷するおそれがあります。

l高圧洗車機やスチーム洗浄機は使用しな
いでください。水が侵入し、故障の原因と
なることがあります。

lシートの下方から水を強くかけないでく
ださい。内部に水が入り、書類が濡れるこ
とがあります。

l洗車後、雨天走行後、または湿度が高い天
候のときなど、ヘッドライトのレンズが曇
ることがあります。このような曇りは、
ヘッドライトを短時間点灯することで自
然に取れます。

JAU28001

アルミフレーム、キャストホイー
ルの取り扱い

日常のお手入れ
清掃は中性洗剤を使用し、スポンジで水洗い
します。

（工業用洗剤、みがき粉、クレンザー、金属
タワシなどは、傷がつくので使用しないでく
ださい。）
洗車後は、乾いた布などで水分をよくふき
とってください。
長期間お手入れをしませんと、表面だけでな
く内部まで腐食します。手遅れにならない
ように、お手入れをしてください。

JWA11961

変形したり、損傷したアルミフレームやキャ
ストホイールは、修正して使用しないでくだ
さい。変形したり、損傷したときは、ヤマハ
販売店にご相談ください。

JCA12221

l縁石などに乗り上げるときは、キャストホ
イールのリムが傷つきやすいので注意し
てください。

lアルミは塩分に弱く腐食しやすいので、海

岸付近や凍結防止剤をまいた道路などを
走った後は、すぐに水洗いをしてくださ
い。

お車の手入れ
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JAU35912

保管のしかた
車はできるだけ敷地内に保管し、屋外に駐車
するときはボディーカバーをかけてくださ
い。
なお、ボディーカバーはエンジンやマフラー
が冷えてからかけてください。

JCA13111

長期間お乗りにならないときは、以下のこと
を守ってください。
l保管する前にワックスがけをしてくださ

い。（マット塗装部分を除く）サビを防ぐ
効果があります。

lバッテリーを取り外し、充電器で満充電に
した後、湿気のない涼しい場所に保管して
ください。また、バッテリーの劣化を抑え
るため、3 か月ごとに補充電を行ってくだ
さい。

l長期保管後の走行前には、バッテリーの充
電、および各部の点検をしてください。

※補充電については、ヤマハ販売店にご相談
ください。

JAU28087

アフターケア用品について
ヤマハ車には、ヤマハ純正用品をご使用くだ
さい。大切なお車の寿命は、使用するオイル
の品質により大きく左右されます。また、お
車の手入れにも、ヤマハ純正用品をご使用い
ただくことをおすすめします。

JAU28116

ヤマハ純正オイル

ヤマルーブ RS4GP
ヤマルーブシリーズ最高峰エンジンオイル。
ヤマルーブ RS4GP は、ヤマハ発動機の
MotoGP レーシングチームにおいて技術開
発されたテクノロジーを高次元でフィード
バックしています。
高負荷、高回転での過酷な条件に耐える油膜
保持性、せん断安定性に優れ、長時間安定し
て高い潤滑性能を発揮します。
高性能エンジンに適した、ヤマルーブシリー
ズ最高峰の高性能オイルです。
低摩擦特性・高い油膜保持性により、優れた
スロットルレスポンスとシフトフィーリン
グを長時間安定して発揮します。

ヤマルーブプレミアムシンセティック
中・大型車両に最適な高品質二輪車用オイ

お車の手入れ
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ル。
大排気量モデルでの夏場の渋滞運転などエ
ンジンには過酷な状況に強いオイル。
高温高負荷状況下で蒸発が少なく、高い酸化
安定性能と油膜保持性能を発揮します。

ヤマルーブスポーツ
走行シーンを選ばないミドルグレードオイ
ル。
価格と性能のバランスに優れ、排気量や車種
を問わないオイル。
ストリートからロングツーリングまであら
ゆる走行シーンで安定した性能を発揮しま
す。

ヤマルーブスタンダードプラス
経済的にも優れた、コストパフォーマンスオ
イル。
ヤマハ車の開発テストに使用され、工場出荷
時にも充填されるベーシックオイル（一部車
種を除く）。
コストパフォーマンスに優れ、スポーツ走行
からタフな業務使用まで幅広い用途に対応。
 

エンジンオイル以外のオイルや、その他の油
脂液類については、次の URL を入力して

ホームページを参照するか、
「ヤマハ　バイク　オイル」というキーワー
ドで検索してください。

お車の手入れ
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寸法:
全長:

2065 mm
全幅:

780 mm
全高:

1110 mm
シート高:

805 mm
軸間距離:

1395 mm
最低地上高:

150 mm
重量:

車両重量:
183 kg

乗車定員:
2 名

性能:
最小回転半径:

2.8 m
エンジン:

行程:
4 ストローク

冷却方式:
水冷

動弁機構:
DOHC

配列:
直列

気筒数:
2 気筒

総排気量:
688 cm³

フロントブレーキ:
ブレーキ形式:

油圧式ダブルディスクブレーキ
指定ブレーキフルード:

BF-4 (DOT-4)
リヤブレーキ:

ブレーキ形式:
油圧式シングルディスクブレーキ

指定ブレーキフルード:
BF-4 (DOT-4)

フロントタイヤ:
種類:

チューブレス
サイズ:

120/70ZR17 M/C (58W)
メーカー/銘柄:

DUNLOP/SPORTMAX Q5AF

リヤタイヤ:
種類:

チューブレス
サイズ:

180/55ZR17 M/C (73W)
メーカー/銘柄:

DUNLOP/SPORTMAX Q5A
動力伝達機構:

1 速:
2.846 (37/13)

2 速:
2.125 (34/16)

3 速:
1.631 (31/19)

4 速:
1.300 (26/20)

5 速:
1.090 (24/22)

6 速:
0.964 (27/28)

エレクトリカル:
電圧:

12V
バルブワット数:

ヘッドライト:
LED

製品仕様

10-1
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ブレーキ/テールランプ:
LED

方向指示灯（前）:
LED

方向指示灯（後）:
LED

番号灯:
5.0 W

マーカーランプ:
LED

エンジンオイル:
推奨オイル:

ヤマルーブ プレミアムシンセティッ
ク、スポーツ、スタンダードプラス

エンジンオイル量:
オイル交換時:

2.30 L
オイルフィルター取り外し時:

2.60 L
冷却水容量:

リザーブタンク（FULL レベルまで）:
0.15 L

ラジエターと全ての経路:
1.57 L

バッテリー:
バッテリー型式:

YTZ7S(F)
バッテリー容量:

12 V, 6.0 Ah (10 HR)
スパークプラグ:

メーカー/型式:
NGK/LMAR8A-9

プラグギャップ:
0.8–0.9 mm

製品仕様
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JAU36645

二輪車を廃棄する場合は？

廃棄を希望する場合は？
廃棄を希望される二輪車がある場合は、お近
くの「廃棄二輪車取扱店」にご相談くださ
い。

廃棄二輪車取扱店とは？
一般社団法人　全国軽自動車協会連合会の
登録販売店で、広域廃棄物処理指定業指定店
として登録されているお店が「廃棄二輪車取
扱店」です。廃棄二輪車を適正処理するため
の窓口として、店頭に「廃棄二輪車取扱店の
証」が表示されています。

1

1. 廃棄二輪車取扱店の証

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する費
用です。二輪車リサイクルマークが車体に
貼付されている二輪車は、リサイクル費用を
メーカー希望小売価格に含んでいますので、
リサイクル料金はいただきません。
ただし、リサイクル費用には運搬および収集
料金は含まれていませんので、廃棄二輪車取
扱店または指定引取場所までの運搬・収集料
金は、お客様の負担になります。運搬・収集
料金につきましては、廃棄二輪車取扱店にご
相談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイクル
マークが貼付されています。
廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無を
確認しますので、絶対に剥がさないでくださ
い。二輪車リサイクルマークは、剥がれや破
損による再発行、部品販売の取り扱いはござ
いません。
剥がれや破損でリサイクルマーク付き対象
車かどうかが不明の場合は、下記へお問い合
わせください。

1

1. 二輪車リサイクルマーク

廃棄二輪車に関するお問い合わせについ
て
廃棄二輪車に関するお問い合わせは、最寄り
の「廃棄二輪車取扱店」、または下記のホー
ムページへお願いします。
ヤマハ発動機（株）　二輪車リサイクルシス
テム

https://www.yamaha-motor.co.jp/mc/recycle/
公益財団法人　自動車リサイクル促進セン
ターホームページ
https://www.jarc.or.jp/motorcycle/

ユーザー情報
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JAU28393

サービスマニュアル（別売）の紹
介
サービスマニュアルには、点検・調整や分
解・組立の方法を写真やイラストを用いて説
明してあります。車の概要や構造を理解す
るためにご利用ください。
サービスマニュアルのご注文は、ヤマハ販売
店で受けております。部品番号をお知らせ
ください。

サービスマニュアル　部品番号：
QQS-CLT-000-BLW

JAU28457

車両情報

モデルラベル
パーツオーダー、アフターサービスなどに使
用します。
モデルラベルは、あなたの車を正確に特定す
るための情報をコード化したものです。ご
相談の際には、車名およびモデルラベルの内
容を正確にご連絡ください。
モデルラベルは、タンデムシート下のフレー
ムに貼り付けてあります。

1

1. モデルラベル

あなたの車の情報を記入し、控えにして
ください。

車名は
MT-07

モデルラベル
製品仕様を示しています。


カラーリングを示しています。


JAU50501

車台番号

11

1. 車台番号

ナンバー登録、自動車保険の加入などに使用
します。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談くだ
さい。

ユーザー情報
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JAU50511

原動機番号

1

1. 原動機番号

ナンバー登録、自動車保険の加入などに使用
します。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談くだ
さい。

JAU73861

故障診断コネクター

11

1. 故障診断コネクター

この車には故障診断コネクターが搭載され
ています。

ユーザー情報
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JAUA1211

車両情報の記録に関して
これはヤマハ発動機（以下、当社といいます）の車両情報利用についての概要です。詳細については、当社 WEB サイトのプライバシー・
ポリシーをご確認ください。
https://global.yamaha-motor.com/jp/privacy/

車両情報の記録と収集方法
この車両に搭載されているコンピューターは、次の３種類の車両情報を記録しています。
1）車体番号
2）エンジン/モーターの使用状況、車速、走行距離などの車両稼働状況の情報
3）故障診断コード（DTC）など、車両の状態を示す情報
記録した車両情報は車両点検や修理の際にヤマハ車専用の故障診断ツールを接続した場合に限り、当社のサーバーに送信されます。

車両情報の利用目的
当社は収集した車両情報を以下の目的で使用します。
1）適切なメンテナンスや故障探求のため
2）適正な保証修理判定のため
3）製品の研究開発
4）製品、機能、およびサービスの品質向上のため
5）その他の事業目的を達成するため
6）法的義務の履行や係争事案対応のため

車両情報の提供に関して
利用目的の達成に必要な範囲内で、子会社、関連会社、業務提携会社、ヤマハ販売店、および業務委託先に情報を提供する場合があります。

お問い合わせ窓口
車両情報の取扱いに関しての請求、質問やご要望がある場合は、以下のメールアドレスにお問合せください。

ユーザー情報
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ヤマハ発動機株式会社
〒 438-8501 静岡県磐田市新貝 2500
dpo@yamaha-motor.co.jp
こちらの連絡先は、車両情報収集に関するお問い合わせのみに使用させていただいております。
関連のないお問合せをいただいた場合、回答できないことがございます。あらかじめご了承ください。
お客様のご要望に的確にお応えするため、ご連絡いただく際には、お客様の名前、住所、電話番号、メールアドレス等の連絡先と車体番号
をお知らせください。ご連絡いただいた内容に不明な点がある場合は、お客様にご連絡させていただきます。なお、確認が取れない場合は
ご要望に応じられない可能性があります。

ユーザー情報
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